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この報告書 は,日 本 自転 車振興会か ら競輪収益の一部で

ある機械工業振興資金の補助 を受 けて 昭和63年 度に実施

した 「海外の 情報産業及 び情報処 理に関す る調査研究」 の

一環 と して と りまとめた ものであ ります
。







は じ め に

当 協 会 は,わ が 国 に おけ る情 報 処理 の 発 展 に 資す る た め,昭 和43年 以

来,海 外 に調 査 員 を 派 遣 し,ア メ リカ及 び ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報処

理 関 係 の 諸 問 題 の 実 態 を 明 らか に して まい りま した。

本 年 度 の 調 査 は,欧 米 にお け る情報 産 業 の 現 状 を調査 す る こ と と し,専

門 コン サル テ ィン グ会 社,ソ フ トウェ ア会 社 及 び 通 信 サ ー ビス会社 等 を 訪

問す る と とも にENE'88i(EnterpriseNetworkingEvent'88

1nternationa1)に 参 加 い た しま した。

こ こにそ の 結 果 を と り ま とめ,海 外 の情 報 処 理 に 関 心 を もた れ る方 々の

ご参 考 に供 したい と存 じ ます 。

な お,本 調 査 の実 施 に 当 って,ご 支援,ご 協 力 をた まわ った調査 訪 問 先

等 関 係 各位 に対 し,心 よ り感 謝 の意 を表 します 。

平成元年3月

財団法人 日本情報処理開発協会
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1.調 査 の概 要

1.1目 的

海外諸国 におけ る情報処理及び情報産業 につ き,そ の実態を調 査す る ととも

に,各 国での進展の背景 と今後 の動 向を把握 し,わ が国におけ る情報処 理及び

情報産業の発展に資する ことを 目的 とす る。

1.2

・(1)

(2)

(3)

調査事項

ヨー ロッパ における情 報化政策並びに情報産業

アメ リカにおける情報 産業

アメ リカにおける情報 処理関連 技術

1.3調 査時期

昭和63年5月30日(月)～6月12日(日)

1.4調 査機 関

月 日 訪 問 先 国 名

5月31日 MI.S.1.Co.,Ltd. ア メ リカ

住 所:19401S.VermontAve.,F-104

Torrance,California90502

TEL二(213)516-1402

FAX:(213)516-6040

面 接 者:Ta日Shimamoto

President

T.Fukami

VicePresident

5月31日 QUOTRONSYSTEMS,INC. ア メ リ カ

住 所:5454BEETHOVENSTREET

LOSANGELES,CALIFORNIA90066

一 〇914
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月 日 訪 問 先 国 名

TEL:(213)827-4600

FAX:(213)306-3217
.

面 接 者:GEORGEK.GRANT

DIRECTOROFMARKETPLANNING・

.

MICHELLEH.FUGAWA

COUNSEL・ANDTAX'DIRECTOk 「

6月2日 AT&T ア メ リカ

住 所:Room29-2018

550MadisonAvenue

NewYork,NY10022

TEL:』(212)605-7099

FAX:(212)308-1820

面 接 者:ThomasCarr
ト

Supervisor

Security/FireSafety

6月3日 Qua・ntumScie'nceCorporation ア メ リカ

住 所:7CorpもrateParkDr'ive

F

WhitePlains,N..Y.101604

.

TEL:(914)694-3260
.

FA .X':(914)6194-1797

面 接 者:MIREKJ.STEVENSON

ChairmanoftheBoard

(当.日は同社の主席研究員が対応)

6月'6日 ENE,88i(Enterpr'iseNetworkingEvent ア メ リ カ

.

'88hternationa1)(MAP/TOPの 展 示 会)

.

住 所:Bal'timor6Co'nventionCenter'

Baltimorエe,MD'
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月 日 訪 問 先 国 名

6月6日 DEBEVOISE&PLIMPTON ア メ リ カ.

住 所:55513THSTREET,NW.,

WASHINGTON,D.C.20004

TEL:(202)383-8000

FAX:(202)289-0482.・

面 接 者:ROBERTR.BRUCE

JOHNB.REYNOLDS皿
、

MARKD.DIRECTOR
'

・

6月8日 PaloAItoManagementGroup,Inc . ア メ リ カ

住 所:2685MarineWay,Suite1212

MountainVie▽California

94043

TEL:(415)968-4374

FAXI(415)964-2027

面 接 者:MichaelP.Burwen

6月'9日 IntelliCorp ア メ リ カ

住 所:1975EICaminoRealWest

Mou.ntai.nViewCA94040-2216
rw

TEL:(415)965-5679

FAX:(415)965-5647

面 接 者:JaneK.Bessin

InternationalBusinessManager

6月10日 1.IH.T.(lnternationalInterfaceHigh フ ラ ン ス

Technology)

住 所:18,AvenuedesChampselysees

75008ParisFrance
.

TEL:47237820

FAX:42661560

面 接 老:GeorgesMihaies,President
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1.5調 査

山鳥 雄嗣

兼 子 利夫

員

財団法人日本情報処理開発協会

財団法人日本情報処理開発協会

調 査 部 次長

調 査 部

国際関係チーム 主任 部員
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2.調 査 企 業

2.1M.1.S.

調 査 先

調 査 月 日

住 所

訪 問 相 手

lnternationalCo.,Ltd.

M.1.S.InternationalCo.,LTD.

5.31(火)午 前

19401S.VermoutAve.SuiteF-104,Torrance,CA90502

Mr.TShimamoto,President

Mr.TFukamizu,VicePresident

1.会 社 概 要

MI.S.Lは1978年 に ソフ トウ ェ ア開発,シ ス テ ムコ ンサ ル テ ィ ン グを

主業 務 と して 設 立 され た ソ フ トウ ェ アハ ウスで あ る。 日本か ら進 出す る企 業が

主 な顧 客 で,ホ ン ダ,キ ャノ ン,日 産 等 多 くの 日系 企 業の シ ス テ ム開 発 を手 が

け て きた実 績 を も って い る。

同社 は,全 米 に4ケ 所(ロ サ ン ゼル ス,二=一 ヨー ク,サ ン フ ラン シ ス コ,

シ カ ゴ)の オ フ ィス を有 し,従 業 員 は,契 約社 員70～80人 を含 め約200

人。 外 部 にLimitedEmploymentと 呼 ばれ る ス タ ッフ を2,000～3,000

人 確 保 し受 託 業 務 の 内 容 に よ り選 別 し,こ れ らの ス タ ッフを使 用 して い る。

また,同 社 の 技 術 者 の うち90%は ア メ リカ人,10%が 日本人 で ある 。 日

本 人 の従 業 員 は,い ず れ も5年 以 上滞 米 して い る。 これ は 同社 の親 会 社 が,日

本 人 の新 卒 採 用 者 は4～5年 アメ リカの 現 地 法 人 に置 い て か ら 日本 へ 帰 す こ と

を基 本 方 針 に して い る た めで あ る。

同社 の業 務 内 容 は 大 き く次 の よ うに分 け られ る。

分 野 全体の売上げに占める割合

ハ ー ド ウ エ ア 部 門 30～40%

ノ ン ハ ー ドウ ェ ア 部 門 60～70%

ハ ー ドウ ェア部 門 はIBMS/36,38を 中 心 に シ ス テ ムと しての 販 売 を行 っ

7



て い る。

ノ ンハ ー ドウェ ア部 門 は,パ ッケー ジ ソフ トの開 発,ソ フ トウ ェア の受 託 開

発 と人 員派 遣 が 中 心 で あ る。

同社 の 売 上げ に 占め るそ れ ぞ れ の 割 合 は 図表2.1-1の とお りと な っ てい る。

図 表2.1-1MI.S.1.の 売 上 げ の分 野 別 占有 率
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(30～40%)

同社の特徴 としては,ア メ リカに進 出 した 日系企業か ら情 報 システ ムの 開発

を引き受 け 日系企業 の多様な要求 に応 えてい る点があげ られ る。

2.日 系 ソ フ トウ ェア 企 業 の 現 状

ア メ リカには 過 去10年 の 間 に50社 程 の 日系 ソフ トウ ェ アハ ウ スが 進 出 し

て きた。 そ の進 出の 主 な形 態 は,米 国 に進 出す る 日本 メ ー カの 下請 ソフ トウェ

アハ ウ スが,親 会 社 や,系 列会 社 と一 緒 に来 る ケー スが 多 い。 しか し,採 算 に

合 って い る企 業 は数 社 程 度 で あ り,進 出 した50社 の うち今 も残 って い る企 業

は2～3社 にす ぎ な い。

ア メ リカに進 出 した 日本 企 業 が ソフ トウ ェアサ ー ビスを受 け る 場 合

① 日本 か ら進 出 した ソフ トウ ェ アサ ー ビス業

② ア メ リカの ソフ トウ ェ アサ ー ビス業
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の いず れ か を選 択す る こ と に な る。

10年 前 は,ア メ リカの ソフ トウ ェア業 界 が 非 常 に伸 び て いた。 当時 日本 の

進 出 大企 業 は,現 地 化 を 進 めて お り現 地 進 出企 業 にか な りの決 定権 が あ った。

そ の た め,多 くの企 業 が ア メ リカの ソフ トウ ェア業 者 と手 を 組ん だ 。 しか し,

日本 独 特 の シ ステ ムは,ア メ リカの ソフ トウ ェア業者 に は な か なか な じま ない 。

その 結 果,日 系 企 業 の 中 には シス テ ム 開発 に失 敗す る ケ ース が 見 られ た 。 結 局,

M.1.S.1の よ うに現 地化 した 日本人 ス タ ソフを擁 し,ア メ リカに お い て 事 業

を営 ん で き た企 業 が 顧客 を 獲 得 す る図 式 が 出来上 が った。

最 近5年 位 を見 る と 日本 か ら ア メ リカ に進 出す る企業 は メ ー カが 多 くな って

い る。 下 請 け と して進 出 す る 日本 の ソフ トウ ェアハ ウスも 多 くあ るが,そ れ ら

の 大 部 分 が ア メ リカで 独 自の 商 売 を し ょ うとい う意 識 が少 ない とい わ れ て いる。

主 に進 出 企 業(メ ー カ)の サ ポ ー ト業 務 が 中 心 で,多 くが 大 型 機 の シ ス テ ム開

発 の 比 重 が 高 くな ってい る。

近 年,ア メ リカで は 大 型機 の 時 代 は 去 った と言わ れ て お り,ソ フ トウ ェア業

と してはIBMで もS/36・38そ れ にDEC,HP等 の コン ピュータシステム との

組 合 せ に よるVAR(ValueAddedReseller)で な い と利 益 が 出 しに く くな

っ てい る。 ソ フ トウ ェア の売 上 だ け で は経 営 的 にむず か し くな ってい る。

進 出企 業 の 下請 けや 系 列 と して ア メ リカに進 出 した ソフ トウ ェア ハ ウス は,

お しなべ て 利 益 率 が 低 くな って い る。 本 来 ア メ リカで ソフ トウ ェア業 を営 ん で

行 くには,ア メ リカの デ ィ ー ラ(デ ィス ト リビュー タ)に も売 って も らえ る よ

うな シス テ ム を提 供 しな け れ ば な らな い。 さ らに デ ィー ラに種 々情報 を提 供す

る こ とは 欠 か せ ない 活 動 で あ る。 しか し,ア メ リカで は,多 くの デ ィー ラはI

BM製 の コン ピ ュー タ シ ス テ ム を使 用 してい る。 つ ま り,IBMの シ ス テ ムを

提 供 して 行 か ざ るを 得 な い 現 実 が あ る。 従 って,ア メ リカに進 出 した ソフ トウ

ェ アハ ウス は独 自に事 業 展 開 を 図 って 行 くには,ア メ リカの こ う した 現 状 を十

分 捕 ら えシ ス テ ムの提 供 を して 行 く必 要 が あ る。

また,日 系 現 地企 業 は,ソ フ トウ ェ アの 開 発 を 日本か ら進 出 して きた ソフ ト

ウ ェア ハ ウス に発 注 す る の を 敬遠 しが ちだ といわ れ る。 そ の 大 き な理 由 と して,

進 出企 業(ソ フ トウ ェアハ ウス)で あ る た め,担 当者 が頻 繁 に 変わ る ことが あ

げ られ る。 その 結 果 現 地 に 根 を 下 ろ し て 活 動 して い るM.1.S.1の よ うな ソフ ト
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ウエアハ ウスと 日系現地企業 との関係が深まる よ うになる ともい われ てい る。

3.ア メ リカの ソ フ トウ ェア需 要 動 向 と技 術 者 の 賃 金

(1)地 域 別 主産 業 と ソ7ト ウ ェア需 要

近 年 の ア メ リカにお け る ソ フ トウ ェア の需 要 動 向 を地域 別 に見 る と図表

2.1-2の よ うにな る。

図 表2.1-2地 域 別 主 産 業 と ソフ トウ ェ ア需 要

地 域 産業 ・業種/ソ フ トウェア 備 考

ニ ュ ー ヨ ー ク 金 融 全 般

ピ ッ ツバ ー グ
工 場 系

(コ ーポ レー テ ッ ドオ フィス)

シ カ ゴ 中堅企業全般 企業の支店業務が多い

ダ ラ ス 通 信
富 士 通,NEC,ノ ー ザ ン テ レ コ ム,
ロ ッ ク ウ ェル 等 々 が進 出

ヒ ュ ー ス ト ン 石 油 関 連

サ ン フ ラ ン シ ス コ 金 融 中 心

南 カ リ フ ォ ル ニ ア 宇宙関係,製 造業 諸工業が多く活動 日本で言 えば大阪

サ ン ノ ゼ,フ リーモン ト 製 造 業 急速に生産システムが拡大している

シ リ コ ン バ レ ー コ ン ピ ュ ー タ 関 連 一時の低迷から急激に立ち上がっている

日本 か ら進 出 した ソフ トウ ェア ハ ウスは 主 に販 売 シス テ ムが 中 心 で あ る。

しか し,今 後 は メー カの現 地 進 出 に伴 い 生 産 関連 シ ス テ ムが 伸 び て くる と予

想 され る。 い ず れ 販 売 シス テ ム と生 産 シス テ ムの割 合 は5:5程 度 に な る と

見 られ てい る。

(2)ア メ リカの 情 報 産 業 にお け る賃 金 コス ト

ア メ リカで は,一 般 的 に賃 金 コ ス トは 東へ 行 くほ ど高 くな って い る。 東部

地 区 を100と した 場合,シ カ ゴを中 心 と した 中 部 は85～95,西 部 は80

～90と い った と こ ろが 大 まか な 指数 であ る 。
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また,ア メ リカの 情 報 産 業 分 野 に お け る職 種 別 の 賃金 コス トを見 る と プ ロ

グ ラマ と上 級SEと の コス ト比 率 は1:1 .3～1.4程 度 とな って い る。

図表2.1-13東 部 ・中 部 ・西 部 地 区 の職 種 別賃 金 コ ス ト比 較(時 間 当 り)

$

100/h

30

SeniorSE SE プ ログラマ

東部地区上限

東部地区下限

ご ‡㌶ ÷贋

'纏 ㌶1÷匿

職種

(3)ア メ リカの 人材派 遣法 と ソフ トウェア業

これ まで アメ リカでは,情 報産業分 野の独立事業者 として,年 収6～8万

ドルの 高収入 を得 ているよ うな技術者 が多 くいた。連邦政府 に とっては,こ

れ ら独立事業 者か らの税の徴収が難 しか った。反 面,独 立事業者 に とっては,

税 か ら逃れ られ る絶好の就 労形態で あ った。

しか し,1982年1月 に独立事業 者 を捕捉す る法 律が施行 され てか らは,
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独立事業 者は,、①会社組織 にす るか,② 企業の従業 員になるかの選 択を迫 ら

れ る ことにな った。

一方,こ れ らの独立事業者 を多 く使用 し事業 を営んで きていた小 規模 の ソ

フ トウ三アハ ウスは,こ の法 律が施 行 され るこ とによ り倒産す るところが多

く出た。

連邦政 府は,こ の法律に より人材 派遣を行 う企 業は,従 来派遣者 の税金を

派遣元の企業において プール していた もの を,今 後 この税 は派遣 先の企業 に

おいて プールす るよ うに改めた。 そ の結果,派 遣事業を営む企業 においては

これ まで派遣者 の税 金をふ くめて,企 業の資産 が評価 されていた ものが,新

法が施行 され たこ とによ り資産が減少す るとい うことになった。

資産の評価の度 合いは,銀 行の保証 を得る条件の一 つ ともな っているため

に連邦政府に よる新法の施行は小規模 ソフ トウェアハ ウスに とって厳 しい結

果 を生んで いる。

2.2Quot「onSystems'lnc'

調 査 先QuotronSystems・Inc・

調 査 月 日5.31(火)午 後

住 所5454BeethovenAve.,LosAngeles,CA90066

訪 問 相 手Mr.GeorgeK.Grant,DirectorofMarketPlanning

1.会 社 概 要

QuotronSystems,Inc.は,CitiCorpの 系 列 会 社 に な って お り,会 社 の

社 歴 は創 業25年 で あ る。

同社 は,マ ル チ サ ー ビス ・ベ ン ダー と して 株 式 情報,商 品相 場,金 融 情 報 等

を関 連 会 社 か ら取 得 して,そ の 情 報 に各 種 の付 加 価 値 を 付 け て株 式 売 買 等 を行

った り,ま た は 株 式 状 況 を 知 りた い 企 業,及 び 個 人 に オ ン ライ ンで 即 時 に情 報

を提 供 してい る。

ま た,そ れ に と もな う ソフ トウ ェア及 び ワー クス テ ィー シ ・ソ端 末 の リー ス

業 も行 って い る。

そ の サ ー ビス には,株 式 等 の 見 積 も りとか株 式状 況 を ウ オ ッチ ン グす る こ と
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が で き,株 式 売 買の 決定 を サ ポ ー トす る こ とも 出来 る。

ネ ッ トワ ー ク網 と して は,セ ン ターが ニ ュ ニ ヨー クに あ り,リ ー ジ ヲナ ルセ

ン タ ー と して は ア メ リカ 内 に8か 所 に 設 置 され てい る。

現 在,全 世 界 で 同社 の デ ー タ ベ ー ス を利 用 して 各種 の情 報 を得 て い る顧客 は,

メ リル リンチな どの 投 資 会 社 の ほ とん どが この シス テ ムを 利 用 してお り,そ の

数 は9万 端 末 に 達 して い る。

ま た,同 社 と同 様 な サ ー ビス を提 供 してい る競合 会 社 に は,TELERATE,

ADP等 が あ るが,同 社 が こ の市 場 の65～70%の シ ェアを 占 め て い る。

2.サ ー ビ ス 内 容

①MARKETDATASERVICES

・QuoteServices

・MonitorServices

・TickerServices

・OptionClassDisplayServices
、it

・CommodityClassDisplayServices

・ScrollingNews&Headlines

・NewsRetrieval

②TRADINGANDDECISIONSUPPORTSERVI℃ES

・OptionTradingInformationServices(OTIS) .

・ProgrammedIndexes ..

・・CommodityTradingMonitor

・Bid/AskMontageService

・EquityTransaCtionService(ETS)

・VickersHoldings

・IntradayGraphs

・BondCalculator

・AlertManager

③BRANCHOFFICESERVICES

・BrokerSupPortSystem
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・Spreadsheet

・QuotelineCalculator

・QuickEdit,Memo,Letter

・WordProcessor'

・ListMerge/Processor

・ElectronicMail

・PhoneList

④FINANCIALDATABASESERVICES

・EquityFundamentalResearch

・ArgusResearch

・PershingInstantCo㎜ent

・StandardandPoors'Marketscope

・WrightInvestors'Service

・EquityTechnicalAnalysis

●Innovest

・ ぬrketsAdvisory

・Vestor

・InformationalSummaries

・Disclosure

・PinkSheets

・TheMarketGuide

・OTCBIuesky

・QuotronSymbolGuide

・VickersHoldi㎎s

・VickersInsiderTrading

・WallStreetEstimates(ZacksEstimates)

・Debt-RelatedInformation

・Corporatewatch

・Moneywatch

・Munifacts
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・TelerateCashMarketProfile

・OptionStrategies

・StewartData

・TechnicalDataAdvantage

⑤NETWORKSERVICES

・ComputerAccessandReportService(CARS)

・OrderEntry/RoutingServices

・BroadcastInformationDispat'chService(BIDS)

・DynamicBillboard

・TerminalEmulationService

・PC800

・PC1000

・Remote800Services

・Remote1000Services

・QUOTDIAL

⑥SOFTWAREDEVELOPMENTLIBRARY

・CInterfaces

・FormsDevelopmentLibrary

・VirtualTerminalEmulator

・UNIFYDBMS

・Context-SensitiveHelpSystem

・SystemAdministration

・LocalDataBase

⑦HARDWARE

・Terminals

・Printers

・QUOTRON800BranchOfficeComputer

・QUOTRON1000BranchOfficeComputer

⑧ORDERMANAGEMENTANDBROKERAGEACCOUNTING

・SISOrderManagementSystem
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・SISBrokerageAccountingSystem

・SISTrader

3.ク ォー トロン ・シス テ ム

クォー トロン ・シ ス テムは,ク ォー トロ ン とネ ッ ドワニ クを 介 して,ロ ー カ

ル ネ ッ トワー クで結 ぼ れ て い る。 この よ うに,ク ォ ー トロ ンは木 の よ うに ユ ー

ザ まで網 を伸 ば して 情 報 を提 供 してい る。 す なわ ち,ゼ の よ うな端 末か らで も

情 報が手 に 入 る こ とを 基 本 と して い る。 こ の情 報 は,ロ ー カル ・デ ー タベ ース

にも ス トアす る こ とが で き,色 々 な情報 は あた か も電 話 で 話 して い る よ うに簡

単 に 入手 で き る。

また,シ ス テ ム ・ダ ウ ンに も十 分 な余裕 を持 って設 計 され てお り,昨 年 の ブ

ラ ッ ク ・マ ン デ イに お いて もまだ 十 分 に 余 裕 が あ った。

同社 の シス テ ムで あ る クォー トロン1000ど ク ォー トロ ン/SISは,次 の

とお りで あ る。

図 表2.2-一 一:1ク ォ ー ト ロ ン1000

(MaretData)

(PrivateHostSystems) .

Peripherals

(DiskDrives,
TapeDrives,
Printers)

Quotron

Netwnrk

Quotron
Processor

Remote

User

QuotronPC
Terminals
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図 表2.2-2 ク ォ ー トロ ン/SIS

Customer

Account

Files

OuotrOn

Network

Quotron
Processor

ExchangeS

Remote

User

Private

QuotrOnPC

Terminals

2.3AT&T

調 査 先

調 査 月 日

住 所

訪 問 相 手

AT&T(AmericanTelephoneandTelegraphCo.) 、

6.2(木)午 前

550MadisonAvenue,NewYork,NY10022

Mr.ThomasCarr,Supervisor,Building

Protocol,RetailRelations
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1.会 社概要

AT&Tは,情 報の伝 達 と管理をその事業内容 とし,高 品質の製品,シ ステ

ム及びサ ー ビスをア メ リカ国内の多 くの市場 に提 供 してお り,さ らに世界各国

へ もその提供を行 ってい る。

同社は1885年3月 に 「有線,ケ ーブル,そ の他適切 な手段 によ り,ア メ

リカ大陸その他 世界 の電話通信 を確立する」 こ とを 目的 に設立 され,米 国最大

の長距離通信事業者 として発展 して きた。

しか し,1984年1月,旧 ベル システムズが分割 され,さ らに1986年

9月 に大幅 な組織 再編成 と企業規模 の調整に よ り組織 の再編成 を行い,現 在,

次 のよ うな組織 とな ってい る。

図表2.3-1AT&T組 織

AT&T本 社

ベ ル 研 テ ク ノロジー
一'

・シ ス ァ ム ス

ネ ッ トワ ー ク
ー φ

・シ ス ァ ム ス

AT&T

イ ン タ ー

ナ シ ョ ナ ル

エ ン ド ・ ユ ー ザ ー

・ オ ー ガ ニ

ゼ ー シ ョ ン

ス タ ッ フ

ビジ ネ ス ・マ ー ケ

ッ ト・ グル ー プ

ス ペ シ ャ ル ・マ ー

ケ ッ ト ・グ ル ー プ

ネッ トワー ク運 用

グル ープ

ゼ ネ ラ ル ・ マ ー ケ

ッ ト・ グ ル ー プ

ビジ ネス向 け製造 ・(特 殊 サー ビス市場)

販 売 サー ビ ス

ネッ トワー ク管理 ・ 消費者 ・小企 業 向け

運営 製造 ・販 売 サ ー ビス

(注)1987年 度末,従 業 員総 数303.000人 で あ る。
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この 大 幅 な 組 織 再 編 成 は,同 社 の 分 割 当時,BOC(Be110perating

Company)分 離 で 得 た 非 電 話 系事 業へ の進 出の 自由 を行使 す るAT&Tテ ク

ノ ロ ジー ズに 対 す る期待 が,公 衆網 用 設 備 を 除 い て採 算が とれ なか った こ と に

よ る もの で あ る。

同社 の ネ ッ トワー ク ・CPE・ コ ン ピ ュー タにつ いて 持 て る 力 を各 市 場 と顧

客 に集 中,機 器 サ ー ビスの 開 発 を調 整 し,コ ン ピ ュ ータ部 門 を マ ー ケ テ ィン グ

戦 略 に す る こ とを 統 合 の 狙 い と して,エ ン ド・ユ ー ザ ・オ ー ガ ニゼ ー シ ョンは,

ビジ ネ ス市場(大 企 業),ゼ ネ ラル市 場(中 小 企 業,家 庭),特 殊 市 場(合 弁

事業 管理),ネ ッ トワー ク運 用(長 距 離 通 信)の 市 場 別の 四つ の マ ー ケ テ ィ ン

グ ・グル ー プ と渉 外 ・経 理 ・広報 ・法 務 ・人 事 の 五 ス タ ッフ部 門 とい う構 成 を

と った。

2.デ ー タ ・ネ ッ トワー キ ン グ戦略

1986年9月 の 大幅 な 組織 再 編成 の 根 底 に は,同 社 の 今 後 の 大 き な戦 略 に

基 づ く もの が あ る。 それ が デー タ ・ネ ッ トワーキ ン グを主 体 と し,単 一会 社A

T&Tの 事 業 を その ル ー ツで あ る長距 離 通 信 に基 づ い た,新 しい デ ジ タル ・ワ

ー ル ドの 構 築 に 方 向づ け る ,と い う戦 略 で あ る。

デ ー タ ・ネ ッ トワー キ ン グ とは,コ ン ピュ ータや そ の他 の 顧 客 宅 内設 備 を公

衆 網 や 専 用 網 と結 び 統 合 電 子情 報 シス テ ムを構 成 す るこ とで あ り,こ の デ ー タ

・ネ ッ トワー キ ン グに よ り,利 用 者 は 情報 の伝 送,処 理 を高 度 化 し,適 時 適 切

に情 報 を 得 て経 営 を効 率 化 す る こ とが で きる。

す なわ ち,特 定 の メー カか らの コ ン ピュー タま た は通 信 設 備 を使 用 して い る

顧 客 が,メ ー カ独 自の互 換 性 の な い技 術 に よ って 拘 束 され ない とい う考 え方 に

基 づ い て い る。 この こ とは,同 社 の 製 品 を設 計す る際,同 社 の 製 品 同士 にお い

て も,ま た 他 社 の シス テ ムと も,可 能 な 限 りの接 続 性 を実 現 し ょう とす る 「オ

ー プン ・ア ー キ テ クチ ャ」 とい う コンセ プ トに表 れ てい る。

また,特 に 同社 は,音 声 通 信 の シス テ ムズ ・エ ン ジ ニア リン グ とネ ソ トワ ー

ク設 計 の 経 験 と技 術 に よ っ て,デ ー タ ・ネ ッ トワ ーキ ン グを推 進 す るこ とに よ

り,よ り広 い 観 点 か ら コン ピ ュー タを イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・ネ ッ トワー クの 開

発,構 築 の 不 可 欠 な要 素 と考 えてお り,公 衆 通信 サ ー ビス と ネ ッ トワー ク機 器
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の 強 さを テ コに デー タ ・ネ ッ トワ ー ギ ソ グの コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケー シ ョン

にAT&T戦 略 を 見 る こ とがで き る。

さ らに 今やISDN時 代 を迎 え,ネ ッ トワーキ ン グに よ り今 日の 規 模 以上 に テ

レコムの 利 用 を拡 大 し,企 業,産 業,消 費 者 が 音 声,デ ー タ,画 像 あ らゆる 形

態 の 情 報 を遠距 離 に伝 え るこ とに な る。 また,工 場,オ フ ィス,家 庭 に 普及 す

る で あ ろ う知 能 機 器 を リン ク し活 用 で きる よ うに な る。 この こ とは,統 合 デ ジ

タル ・サ ー ビス ・ネ ソ トワー ク を用 い た全 世 界的 な デ ー ダ ・ネ ッ トワー キ ン グ

を 意味 してい る。

現 在,同 社で は そ の 第 一 段 階 とし て 「グ ローバ ル ・ア カン ト ・マ ネ ジ メ ン ト

・プ ラス 」 とい う コン セ プ トを生 み 出 し,長 距 離 国 際 通信 会 社 と して トソプの

イ ギ リスの ブ リテ ィ シ ュ ・テ レコ ムと 日本 のKDDの2社 の協 力 の も とに,同

社 の顧 客 企 業9社 で テ ス トを 行 って い る。

また,同 社 は,デ ジ タルPBX市 場 にISDN能 力 を提 供 す る高 度 の ネ ッ トワ

ーキ ン グ交 換 機 で あ る シ ス テ ム85と 本 来 の シス テ ム85及 び シ ス テ ム75の

拡張 版 等 の 主 力製 品 を投 入 して 製 品 ラ イ ンを 強 化 して きてい る。

コン ピ ュー タ面 で は デ ー タ ・シス テ ム ・グル ー プを 合理 化 して,提 供す る シ

ス テ ム と製 品 を全 面 的 に一 新 し℃ コン ピ ュー タ戦 略 の 方 向性 と構 成 を 明確 に

し て きて い る。

3.ワ ー ル ドワイ ド・インテ リジ ェン ト・ネ ッ トワー ク(長 距離 通信サー ビス)

同社 は,競 争の激 しい企 業及び一般顧 客 向け長距 離通信 サー ビス市場で依然

として首位 を守 り続 けてい る。 同社が地域電話会社 に支払 った接続料が 引き下

げ られた こと及び 同社の生産性が 向上 したことを反 映 して通話料 金が16%近

く引き下 げ られたた め,AT&Tワ ール ドワイ ド・イ ンテ リジェン ト・ネッ ト

ワー クでは,通 常の営業 日1日 に7500万 以上の通話が交わ され るよ うになっ

てきてい る。

また,こ れ まで も同社の ネ ッ トワー クは国際通信 におい て中心的地位を しめ

る シス テムである と言われて きたが,こ の ネ ッ トワー クの重要性 は高 まってき

てい る。 現在,国 際通話は,同 社の長 距離通信事業の中で,急 成長 をとげてお

り,一 日あた り平均260万 通以上 の国際通話を処 理 してい る。
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現 在,ア メ リカ と ヨ一 口 ソバ間 に敷 設 中 の海 底 光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブル は,

同社 の ネ ッ トワー クの 大 西 洋 側 回線 とな り,ま た,1989年 末 までに 海 外提 携

先 と と もに 太 平 洋 を横 断す る光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブル を 敷 設す る予 定 で あ り,

日本,ア メ リカ さ らに ヨー ロッパ とい う主 要 市 場 を 結 ぶ 光 フ ァイバ ー回線 網 を

顧 客 に提 供 す る こ とが で き る こ とにな る。

ネ ッ トワー クの 通 信 量 の上 で は音声 通 話 が まだ 大部 分 を 占 め てい るが,デ ジ

タ ル通 信 の 需 要 は毎 年15～20%の 成 長 率が あ る もの と予 想 され てい る。 そ

こで 同社 で は1987年 末 まで に,そ の 交 換機 の98%を デ ジ タル 方式 に切 り

替 えて きた。 そ の た め 同社 の 国 内 デ ジ タル 伝送 ネ ソ トワー クは,す で に4万

5000マ イ ル とな って お り,1990年 まで に は6万7000マ イル にす る予定

に な ってい る。 さ らに そ の時 点 で,こ れ らの デ ジ タル回線 の 半分 以上 は光 フ ァ

イバ ー ・ケー ブル を使 用す る こ と とし てい る。

こ の デ ジ タル ・ネ ソ トワー クの拡 大 は,情 報 を デ ー タ,音 声 または ビデ オ 画

像 の 形 で 伝 達 し管 理 で き るよ うに,顧 客 の 注 文 に応 じて設 計 された サ ー ビス に

よ り,デ ー タ ・ネ ソ トワーキ ン グに対 す る大 手企 業 顧 客 の個 々の ニ ーズを 満た

す こ と とな っ て くる。

また,同 社 は顧 客 に 対す るサ ー ビス が 中断 され る こ とが な い よ うに,1988

年 に は通 常 の 回 線 が非 常 事 態 に よ ってふ さが った 場 合 で も,デ ジ タル 通 信 サ ー

ビス を別 の 回線 に切 り替 え る こ とがで き る よ うに 「レス トレィ シ ョン交 換機 」

の設 置 を 開始 してい る。 さ らに,ネ ッ トワー クの 改 良の ひ とつ と して,13億

マ イ ル に のぼ る 同 社 の 通 信 回線 の交 信 を監 視 し指 揮 す る,新 型 の コン ピ ュー タ

化 され た起 動的 な 回 線 指 定 シス テ ムが あ る。 こ の シ ステ ムは,ネ ッ トワー クの

各 分岐 点 に お け る交 信状 況 を,1日 も休 む こ とな く24時 間体制 で常 時 チェ ッ

ク してい る。

4.AT&Tコ ミュニ ケー シ ョンズ

長距 離通信事 業者 としての 同社 の特徴は,① 州際通信,州 内LATA(BOC

に地域独 占を認め る地理的区域)間 通信を行 う全 国業者であるこ と,② 現在F

CC(連 邦通信委員会)の 規制 を受 ける唯一の事業者であ ること,③ 新 旧様 々

な設 備構成を もつ こ と,④ ほとん どすべての 国際通信 を扱 ってい るこ と,な ど
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で あ る。

同社 は,1985年10月,選 択 的 市 外 通 話料 金制(OptionalCalling

Plan:OCP)に つ い てFCC認 可 を受 け,大 企 業 向 け には 「メガ コム」,

「メガ コ ム8・00」,中 小 企 業 向 け には 「プ ロア メ リカ」 な ど,大 幅 割 引 料 金

の 新 規 サ ー ビスを 続 々発売 し,既 存 サ ー ビスの 隙間 を埋 めた。

図 表2.3-2AT&Tの 州際 通 話 サ ー ビス

・

SDNS

メガ コ ム

メガ コム800

プ ロア メ リカ 皿

プoア メ リカ ‖

800番 サ ー ビス

プ ロア メ リカ1

レデ4ラ イ ン800

WATS(広 域電気通信サー ビス)

MTS(一 般 市外 通 信 サ ー ビ ス)

II'

0 10 25 200 1000 時間

5.UNlX

IDCの 推 定 で は,UNIXを サ ポ ー トして い る コン ピ ュ ー タは,1990年

初 めに は 約20%台 に上 昇 す る こ とが 予 想 され てい る。 そ こで 同社 は,他 社 の

コン ピ ュー タ を接 続 して ネ ッ トワー クを組 め る開 放型 思 想 のNFS(Network

FileSystem)を 販 売 す る方針 で,マ イ ク ロ ソフ ト社 や サ ン ・マ イ ク ロシス

テ ム ズ社 な ど コン ピュー タ企 業 と提 携 し シ ス テ ムVを 発 展 させ,BSD

(BerkeleySoftwareDistrbuted)を 取 り込 ん だ コン ピュータ ・オペ レー

テ ィ ン グ ・シ ス テ ムで あ るUNIXの 各 バ ー ジ ・ンの 統一 を進 め てい る。

この こ とは,今 後,い ろい ろ な分 野 に波 紋 を投げ かけ て お り,同 社 の 動 向 に
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よ り,我 が 国 の 国 産 メ ー カに も苦 しい 選 択 を 迫 られ る こ と とな る。

6.ベ ル研 究所の現 状

1987年 は,超 電導 として しられ る現象の新 発見が科学記事 の見 出 しを埋

めたが,ベ ル研 究所の超 電導研究 は,AT&Tの 将来を左 右す る 「戦 略的中核

技術 」のひ とつである素材 技術 と位置付 けてい る。

また,光 工学 における研究においても,電 気信 号のかわ りに光 のパルスを使

用 し,光 ファイバ ーで情報 を伝 送 しよ うと している。 この システ ムは,ま ず光

信号 を電子へ変換 し,さ らに光信号へ再変換す るとい うプロセ スをとることな

く,初 の試み と して光信号を光増 幅器で増幅 して223マ イル とい う長距離の

伝 送を達成 した。 さらに,そ の最新型 商業 用光伝 送 システ ムの伝送速度を従来

の4倍 に引 き上げ ることによ り,1組 の ファイバーで同時 に2万4,000回 線以

上に相 当す る通話量が伝 送でき るよ うに した。

ソフ トウ ェアの戦略的技術分野におい ては,公 的期間や 顧客が所有 してい る

電気通信 ネ ッ トワー クの運用,管 理及 び保守 を自動化す るオペ レーシ ョン ・サ

ポ ー ト・システムを開発 した。 これ は,電 気通信の流れ のル ー トを 自動的 に変

えるた めに,コ ン ピュー タ人工 知能を用い たNEMOSと 称す る よ り高度化され

た システ ムが使用 され てい る。 この システ ムは,ネ ッ トワーク呼 び出 しデータ

を分析 し,通 信 トラピック量が多いためア クセス不能とな っている箇所 を とら

え,ネ ッ トワー クの予備の容量に これ らの呼び出しの流れ の切 り替 えを行 うも

ので ある。

同研究所 においては,こ の ように顧客 ニーズを最重要視 しなが ら戦 略的中核

技術 を推進 してい る。

7.営 業収 入

同社の全収入源の うち,約 半分が通信サ ー ビスか らの ものである。 このサー

ビスは,公 衆 交換回線網 による全米,全 世界での長距離サ ー ビス,及 び個 々の

顧客企 業 ・機 関の長 距離 回線 す なわ ち専用 回線 に よるサ ー ビスで ある。

この公 衆交換回線網 に よる国際通信や基本的な800番 サー ビスな どの利用

の増 大に加 え,プ ロア メ リカ,メ ガコム,800レ デ ィラインな どの新規サ ー
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ビスも引 き続 き広範 囲に受 け入れ られ てい る。

第2番 目の主要な収 入源は,業 務用 ・データ ・消費者製品 で,業 務用 ・消費

者 用に通信 ・コンピュー タ関連製品を販売,据 付,賃 貸 してい る。 この分野の

収入 には色 々な傾向が 反映 されてい る。1987年 度の製品売上は,1986

年度よ り減少 しているが,こ れは消費者製品,最 新業務 システム,ま た最近 発

売のデー タ製品な どは伸びてい るに もかか わ らず,従 来の業務 システム及 びデ

ータ製品での減収 によるもので ある。

また,消 費 者 製 品 の売 上 で は 増収が あ ったが,こ れ は高級 製品を提供 し,

同時に製品系列の見直 しを行 ったこ とによるもので ある。最近,発 売した業務

用の小型 ・中型PBX(社 内交換機)と データ製品は好評を博 してい る。

今後の業務 ・デ ータ ・家庭向け の製品分 野で は,業 務用契約での抱合せ販売

が多い製品 ・サー ビスの収入が次第に増加 してゆき,ま た賃貸収入は 継続 して

低下 してゆ くもの と予想 され てい る。

第3番 目の主要 な収 入源は,通 信網サ ー ビス分野であ り,全 収入の5分1弱

を占めてい る。 これ には通信設備使用業界 向けの設 備お よび 関連 サー ビスも含

まれ て い る。 この 設 備 には,電 話会社や大規模通信設備の 利用者が使 用す る

交換機 システム,伝 送設備,ケ ー ブル,電 話線,そ の他の製品がある。 この分

野 にお ける収入は,競 争が激 化 し,ま た一部 の顧客 に仕入れ ル ー トを多様 化 し

よ うとす る意 向が あった にもかか わ らず,1987年 度は安 定 してい る。

このよ うな競合 に対処す るため,同 社 では よ り高度で将来性 のあ る製 品を開

発 し,ま た顧客 サー ビスとサ ポー ト機 能を強 化 し,新 しい国内市場,国 際市場

を確保 しようとしてい る。

主 な収入の最 後は,そ の他の収入であ る。 これ らの収 入は,シ リコンチ ップ,

電源装置,そ の他の電子部 品を生産す るマイ クロエ レク トロニクスな どの売上

げで ある。 また,フ ェデ ラル ・シ ステ ムズ部 門によるア メ リカ政 府向けの特別

設備 品及び関連特別業務の売上 な どが含まれてい る。
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図表2.3-3AT&Tの 主 な 営 業収 入

(単 位:100万 ドル)

収 入 1987年 度 1986年 度 1985年 度

通信サービス

公衆交換回線網

専 用 回 線

差引:接 続 料

(小 計)

30,302

4,845

ユ7,611

31,609

4,825

19,593

32,461 .

4,249

21,521

17,536 16,841 15,189

業 務用データ消費者 製品

製 品 売 上

サ ー ビ ス

レ ン タ ル

(小 計)

3,155

1,439

3,728

3,212

1,392

4,796

4,009

963

5,789

8,322 9,400 10,761

通信網 システム 6,179 6,185 6,585

その他の収入

製 品 売 上

サ ー ビ ス

レ ン タ ル

(小 計)

872

684

5

781

875

5

641

1,241

0

1,561 1,661 1,882

収 入 合 計 33・598 34,087 34,417

8.訪 問 日の プレ ゼ ン テー シ ョン

当 日は,AT&Tの 本社 に お いて 本社 内の 見 学 並 び に ア プ リケ ー シ ョン ・ラ

ウ ンジに お い てPC関 係及 びLAN関 係の プ レゼ ン テ ー シ ョンを受 けた。

①AT&Tメ ール

LANを 使 用 し て各 種 の メ ー ル をPC間 を移 動 させ る こ とが で き,し か も,

相 手 が例 えス ピー カで あ って も音 声 合成 に よ り伝 え る こ とが で き,も ちろん

文 章 に 変 え る こ と もで き る。

②AT&Tス ク リー ン

ユ ーザが どの よ うなPCを 使 用 してい て も 同 じ画面 で 表 示 す るこ とがで き
,
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知識 の 移 行 は 必 要 ない 。

な お,こ れ には ユ ニ ックの ダ ム シス テ ムを使 用 して い る。

また,イ ン プ ソ トボ ックス,ア ウ トプ ッ トボ ックス,フ ァ クシ ョン キ ー等

は,色 々な オ フ ィス で使 用 して い る もの で よ く,フ ァ クシ ミリ,テ レ ッ クス,

電 子 メ ール,普 通 の 郵 便 等 にす るの か を決定 す るだ け で使 用 で き る。

③STARLANNetwork

蓄積 機 能,時 間 待 ち機 能,コ ピ ー機 能 等 が あ り,色 々な メデ ィア が 同時 に

使用 で き,し か も そ の 他 のLANと の互 換 性 も持 っ てい る。

AT&Tに お け るISNネ ッ トワー ク及 びSTARLANネ ッ トワー クの 図

を 図表2.3-4～6に 示 す 。

図 表2.3-4STARLANネ ソ トワ ー ク

PACKET

CONTROLLER

9.6KBPS

PACKET
CONTROLLER

REGIONALOFFICE

(DATACENTER)

PACKET

CONTROLLER

LOCALBRANCH
OFFICEBLOCALBRANCH

OFFICEA

PACKET
CONTROLLER

PACKET
CONTROI山ER

FACTORYLOCATIONl
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図2.3-5 STARLANネ ッ ト ワ ー ク

IBM

PACKET

CONTROLLER

図 表2.3-6 STARLANネ ッ トワ ー ク

PC6300
STARLAN

HUB

IBMPC

DECVAX
UNX

STARLAN

HUB

PC6300

AT&T

3B20
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2.4QuantumScienceCo「Pσ 「ation

先

日

所

査

月査

調

調

住

面 接 老

QuantumScienceCorDoration

6.3(金)午 前

7CorporateParkDriveWhitePlains,N.Y.

10604

Dr.MirekJ.Stevenson,ChairmanoftheBoard

(当 日 は 同 社 の 主 席 研 究 員 が 対 応)

1,会 社 概 要

QuantumScienceCorporationは,世 界 的 に 著 名 な 調 査 コ ン サ ル タ ン

ト会社 で,特 に情報産業,情 報処理技術等の分野 を得 意と している・

今回は,情 報産業市場,電 気通信,情 報処 理技術,将 来 の課題等について調

査 を行 った。

2.情 報産 業

ア メ リカに お け る情 報産 業 の市 場 規 模 は,1987年 は3,018億 ドルで,そ

の 内訳 は コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムが50.0%,通 信 が26.8%,オ フ ィス 関係が

15.4%,コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス が7.8%と な って い る。5年 後 の1992

年 の市 場 規 模 は4,652億 ドル と予 想 され,そ の 内訳 は コン ピ ュ ー タ ・シ ス テ

ムが49.5%,通 信 が29.8%,オ フ ィス 関係 が11.2%,コ ン ピ ュー タ ・サ

ー ビスが9 .7%と な ってい る。

シ ェア別 の 伸び で 見 て み る と,通 信 が 目立 って お り,26.8%か ら29.6%

とな り2.8%増 加す る と予 測 され て い る。

この間 の 年 平 均 成 長 率 は,9.04%と 見 込 まれ てい る。

コ ン ピ ュー タ機 器 の 価 格 は,引 続 き低 下 しつ つ あ る。 メイ ン フ レー ムで は,

価 格/性 能 が 年 間8～12%増 加す るの に 比 し,価 格 は 年 間0.5%の 割合 で ダ

ウ ン して い る。 中型 機 に つ い て も この現 象 が 見 られ,飛 躍 的 な性 能の 向 上 に比

して,そ の 価 格 は年 間1.0%～3.0%の 割 合 で ダ ウ ン して い る。
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図 表2.4-1ア メ リカ にお け る情 報 産 業 市場

1992年
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26.8%

50.0%

通 信29.6%+2.8

コ ン ピュー タ・シ ステ ム

3.018億 ドノレ

年 平 均 成 長 率=9.04%

4,652億 ドノレ

9.7%一}-1、9

49.5%-0.5

メイ ン フ レー ムの ア ー キ テ クチ ャで特徴 的 な 動 きと して は,

①ASIC(ApplicationSpeci.ficlntegratedCircuits),RISC

②

③

④

(ReducedInstructionSetComputer)の 利 用

フ ォー ル ト ・ トレ ラン ト ・シス テ ムの 増 加

OSIモ デ ルの 導 入 に よ る ネ ッ トワー ク相 互 接 続 の重 要性

UNIXの 増 加

が 挙 げ られ る。

産 業別 コン ピ ュー タ導 入 状 況は,1987年 の 全 体 の 出 荷 金 額 は519億 ド

ル で,そ の 内訳 は 製 造 業 が144億 ドル(27 .8%)で 一 番 大 き く,次 は金 融 ・

銀 行 ・保 険 の85億 ドル で あ る。
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図 表2.4-2ア メ リカに おけ る産 業 別 コン ピ ュー タ導 入状 況(出 荷 額)

1987年

そ の 他

162

(31.2%)

製 造 業

144

(27.8%)

融慾
保険

政 府 流 通 業(13
.9%)

56
85(10

.8%)(
16.3%)

合計519億 ドル

3.ワ ー クス テー シ ョン

ア メ リカにお け る ワー クス テ ー シ ョンの 普 及 は,か な りのい きおいで 進展 しつ

つ あ る。 特 に ホ ワイ トカ ラ ー 層 にお け る 普 及 率は,1987年 は39.4%で あ

った が,1995年 に は62.5%ま で 普 及 す る と予 測 され て い る。

今 後,ワ ー クス テ ー シ ョンの利 用 が増 える分 野 と しては,POSシ ス テ ムに

与 信 シ ス テ ムを付 加 した もの,航 空機,鉄 道等 の チ ケ ソ ト発 券 シス テ ムが考 え

られ る。 また,病 院,ホ テル で の 利 用や 金融 シス テ ムで の 利用 が,有 望で あ る。
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図 表2.4-3ア メ リカ に お け る ワ ー クス テ ー シ ョ ン普 及 率

100%

80%

%06

普

及

率

40%

20%

1987 1995

[全 労 働 者 〆 ・・イ ・カ・一

4.EDI(ElectroricDatalnterchange)

EDIは,企 業 間 の 取 引 き を よ り効 率 的 に進 め るた めの ネ ッ トワー クで あ る

が,現 在,急 速 に 普及 しつ つ あ る。 特 に,ア メ リカ国 内 は もち ろん の こ と,国

際 間 の企 業 取 引 きに も 利用 され つつ あ る。

EDIに 対す る 取組 み 方 は,業 界 ご とに相 違が あ るが,自 動 車 業 界 を代表 と

す る製 造業 や繊 維 業 界,ス ーパ ーマ ー ケ ッ ト業 界 等 が,積 極的 にEDI導 入 を

実 行 して い る。

今 後,5年 ～7年 ぐ らい で 標準 化 され た プPト コルや フォ ー マ ッ トが 確定 さ

れ れ ば,全 産 業 レベ ル で のEDI実 現 の 可 能 性 もで て くる と予想 さ れ る。
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5.lSDN

ISDNが,情 報産 業 市 場 へ 与 える イ ンパ ク トと しては,3つ の分 野 が 考 えら

れ る。

まず,第1は ア プ リケー シ ョ ン として 可 能 とな る シス テ ム と して遠 隔 コ ンサ

ル テー シ ョン,遠 隔 トレー ニ ン グ,デ ス ク間 の テ レ ビ会 議 が 挙 げ られ る。

.第2は パ フ ォー マ ン スの 改 善 で あ り,遠 隔保 守,カ ス トマ ー ・サ ー ビス,ネ

ッ トワ ー ク ・ア クセ スが 挙げ られ る。

第3は コス、ト:削減 で あ り,FAXの 普 及,デ ー タ伝 送,電 子 メ ール が 挙 げ ら

れ る。 ・一:

コ ス ト削 減

・ フ ァ ッ ク ス

●デ ー タ伝 送

・電 子 メー ル

'図 表2
.4-4 ISDNの イ ンパ ク ト

.て プ リケ ー シ ョ ン

〔 遠 隔 。 ン サ ル テ ー シ 。 ン

'
6遠 隔 ト レー ニ ン グ

・デ ス ク間 テ レ ビ会 議

パ フ ォ ー マ ン ス の 改 善

・遠 隔 保 守

● カ ス トマ ー ・サ ー ビ ス

● ネ ッ トワ ー ク ・ ア ク セ ス

一一32一



6.将 来動向

情 報処理技術 におけ る将来 動向 として重要 な要素 としては,ま ずISDNの

普及 が挙げ られ る。'前述 したよ うにISDNが 情報処理技術に与 える影響は非

常 に大 き く,同 時 に産業に与 える影響 も大 き く通信機 メーカのみな らず 多 くの

企 業に とって ビジネス ・チ ャンス となろ う。

また,EDIも 産業界に与 える影響 は大 きい。 特に,製 造業や流 通業 にとっ

てEDIの 活用は今後 ビジネス上重要 なファ クター となる。

さ らに,衛 星通信 システムの開発 も重要で ある。 例 えば,物 流において輸 送

中の トラックや 自動車の位置を正確iに把握 す るこ とは,セ キュ リティ上は もち

ろん のこ と運航 状況の管理か らも必要 とされ,こ れ を実現す るための衛星通信

システムに対す るニーズが増 えてい る。

システ ム ・イ ンテグレーシ ・ンに対応す る要員 も必要 とされ る。今 後,シ ス

テ ムは増 々複雑 にな り,そ の規模 も大 き くなる傾 向にある。 また,シ ステ ム間

を結合す るネ ッ トワー ク化 も進 展す る。 これ らの状 況の 中で 効率的 な システム

を インテグ レー トできる要員の確保が重要な 課題 となって くる。'

2.5DEBEVOISE

先

日

所

手

㌫

酬

調

調

場

訪

&PLlMPTON

Debevoise&Plimpton

6.6(月)午 後

55513thStreet,N.W.WashingtonD.C.,20004

JohnB.Reynolds皿

MarkD.Director

RobertR.Bruce

1.会 社 概 要

当社 は1931年 にEliWhitneyDebevoise氏 とWilliamStevensond

氏 に よ って 創 立 され た。FrancisT.P.Plimpton氏 とは1933年 に提 携 し

た。 会 社 は55年 間 の歴 史 の 中 で 着実 に業 績 を延 ば して きた。

弁護士の数(人)
1931194119511961197119811986

216 30 62110179247
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1986年12月 現 在 のDebevoise&Plimpton社 の 会 社 規 模 は,次 の通

りで あ る。

① 規 模247人 弁 護 士(74人 正 会 員,173人 準 会 員)

② 事 務 所NEWYORKWASHINGTOND.C.PARIS

弁 護 士 数(人)223186

1964年 開設 の パ リ事 務所 は 主 に 国 を 越 えた営 利追 求,投 資,融 資,そ し

て そ の他 の 業 務処 理 に関 す る もの につ い て ア メ リカ,ヨ ー ロ ッパ の 依 頼 を 引 き

受 け てい る。1982年 に開 設 して 以 来,急 速 な発 展 を 見せ てい る ワシ ン トン

事 務 所 は まず,有 価 証券 そ して 銀 行 法,独 禁法,訴 訟 につ い て 引 き受 け,又,

行 政 上 の 代 理 訴 訟 手 続 き,通 信法 や 国 際 取 引 に 関す る業 務 も行 って い る。

2.実 務の 主要分野

(a)法 人関係

弁護 士133人 。 法人 関係班 は多変的 なア メ リカ合衆 国と国際的 な法人関

係 と財政 関係の実 務をす る。 その主要範 囲は,次 の通 りであ る。

〈一般法人業務 〉

当社 は通常,多 種多様 な産 業(航 空,広 告,自 動 車製造,化 学,通 信,

消費 者製品,エ ンジニア リン グ,保 険,保 険仲 買〆 国際取 引,鉱 業 と金属,

薬 品産業そ して公害調整等)に お ける企業の外部顧問を行 うこ とを主 な業

務 とす る。

〈国 際 〉

パ リ事 務所で扱 ってい る ヨー ロッパの業務処 理に加 えて,当 社 で は通常,

大 手の非 アメ リカ合衆国企業や個人が アメ リカ事業 に投資す るの を援助 し

た り,海 外の共同企業 と契約 してい る企業 を援助 した りす る。 パ リ事 務所

は,ア メ リカや ヨー ロッパの依頼人の 国を越 えた営 利追求や所有 権剥奪

投資,融 資,そ の他商 業上 の業務を代行 している。 ワシ ン トン事 務所 は国

際取 引に関す る問題を扱 ってい る。

〈企業合併 と企業買収 〉

当社の企業 合併 と企業 買収業務は,大 型の株 売買や抗 争における扱いに

くい申請 の処理や協定 に基づ く企業 買収,所 有権 剥奪 ・そ して代 理権 の抗
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争処理等 を含む。 扱いに くい申請や大型株取 引におけるバ イヤーや 目的の

会社,大 型 シェアを もつ会社,銀 行投資家,機 関投資家,制 度投資家の代

行業 務を行 う。当社の企業 合併 と企 業買収業務は多国籍 的であ る。

〈法人融資 〉

当社 はよ く大手保険会社,年 金基金,財 団,銀 行や 広範囲の融資をす る

その 他の制度投 資家の特別相談役 として活動 してい る。

〈融資 サ ー ビス と投資手段 〉

当社は通常,新 しい融 資サー ビスと投資手段の市場取 引 と発展 のため に,

投資会社,投 資 顧問,そ して数 々の商業上の取引銀行や 保険会社 の業務を

代行す る。 当社はまた,株 取 引や基金に よる有価証 券保有 運用技術 の発展

の ために,数 々の大 学や その他の非営利団体 を援 助 してい る。

〈融 資計 画 〉

当社 は債権 者,株 主,債 務者 を代行 して,融 資業務の実 質的な計画を行

ってい る。 今までに行 った融資 による主 な所有物 としては,航 空機,新 聞

印刷工 場,在 外訓 練装置,衛 星の トランスポン ダー,硫 黄除去装置,.パ イ

プライ ン,パ ワープラン ト,エ ネルギー廃棄物処理装 置 港の ター ミナル

や化学や 他産 業の工 場な どである。

〈公 開 〉

正 規法人の依頼 に対 し,普 通株 と債務証券 の売 買契約申込 と機 関投資 家

への2次 的販 売の他に,当 社 では,コ ン ピュー タ関連や その他の高度技 術

分野 を含む初 期公 開の発行者 と保険業者 を代行す る。

〈州 と市の財政 〉

当社 は,州,市,政 府公認の公債 の保険業者 としてのい くつかの大手投

資銀 行企業 を代 行 してい る。 そ して公債や公共の権威機 関 の顧問 と して,

又,公 債発行機 関 と電子的実用契約の関連 について も活動 してい る。

〈投機 資本 〉

当社では大手 の新 しい投機 資本の投資手段の組織化 を援助 し,頻 繁 に大

手 投機資 本投 資手段の法的見地 につい て提示 した り,満 期 にな った投機資

本の 投資 の公開 につい て関与 してい る。
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〈破産 と再組織 〉'

当社 は,数 々の最近の大 きな負債の再建に関 して債 権者の 代行 業務を行

った。

〈娯楽 と通 信 〉

当社 は,ラ ジオ,小 型 ラジオ,有 線 テ レビ,テ レビ放送,映 画,新 聞,

出版,レ コー ド会社,そ して,演 劇 プロデ ューサ ー,脚 本家,演 出家,作

曲家等を含む,娯 楽 ・通信分野産業 と契約 してい る会社 や個人 の代行業務

をす る。 又,商 標登録 と著作 権の業 務や米国連邦通信 委員会 の ライセンス

手続 きも行 う。

〈他の商業 上の業 務 〉

当社は,ラ イセ ンスや フランチ ャイ ズ契 約や 他の商業上の本来 業務の交

渉について依頼人の代行を行 う。

㈲ 訴 訟

弁護士60人 。主 要分野は,次 の通 りである。

〈階級訴訟 と証券訴訟〉

当社 の大 きな証券訴 訟業務は,証 券訴訟事件 において2つ の ビングエイ

ト企業 の代理 をす る。 又,業 務は株の公開 買付け,代 理 訴訟 争い,調 査会

社 の訴訟 まで を含んでい る。

〈 トラス ト禁 止 〉

当社 は,銅,鉄 製品,ス ターチ,航 空,ク レジ ッ ト・カー ド,消 費者製

品,紙,鉛 の各産業 におけ る トラス ト禁止行為の被告 を代行 す る。 又,当

社は合併,買 収,分 配 と価格決定に 関す る多 くの トラス ト禁止 の カウンセ

リン グも行 ってい る。

〈通信訴訟 〉

当社 のある グルー プは,新 聞社,レ ポーター,雑 誌,放 送会社,有 線 テ

レビ会社,ラ ジオ局等を代行 して,第 一修正,訴 訟,米 国連邦通信 委員会

訴訟手続き等に専念 している。

〈国際訴訟 と裁定 〉

当社は イラン報復訴訟 に関 し,重 要な役割を果た し,そ して海 外油 田の

国営化 に関す る国際的裁定 も扱 った。 国際貿 易 コミソシ ョソが関 与す る前
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か らワシン トン事務所 は,相 殺関税 とその他の訴訟手続 きにつ いて関与 し

ていた。 ワシン トン事務所 は国を越 えた論争につい て,国 際的裁 定 と交渉

の解決 を代行す る。

〈生産品責任 〉

当社は,健 康管理 会社に対 し,約30'O件 の毒性 シ ョック症候 群の弁護

を監督 した。 又,タ バ コや 石綿の 問題 を含めて,他 の会社 の生産品責任問

題について も扱 った。

〈不 動 産 〉

当社 の大型不動産 訴訟 の関係については,最 近拡大 され た。

〈差別 と労働法 〉

当社 では,年 令,人 種,そ して性別による差別 と不当解雇問 題を争 って

い る雇主 に代わ って,ま た,女 性の消防士を代行 してN .Y.で の主だった訴

訟業務 を行 っている。 労働関連業務め他には,法 人依頼人に対 して労働 関

係や 労働法の ことな どで提 言 した りす る。

〈行政 処分 〉

ワシン トンとN.Y.事 務所の提訴人は,証 券取引委員会,連 邦通信委員

会や 他の機 関の前 に調査,判 決,立 法処分 を行 う。

〈一般訴訟 〉

一般の商業
,財 務的 な処理業 務の他に,建 設 とエン ジニア リン グ,保 険

保障,労 働争議,企 業機 密,そ の他の分野に関す る訴訟や調停 を代行す る。

又,当 社の提訴人は 破産 問題につ いて も法人班 とともに業務 を行 っている。

(c)税 金 とERISA

弁護士31人 。他 の法律事務所 よ り大 きい税金対 策班 を持 って いる。主

要 分野は,次 の通 りで ある。

国内 ・国際の金融取 引,買 収(大 型株 ・権 利売 買),免 税 によ る再編成,

オ プシ ョンと他の金融手段,行 政賠償,大 型株売買,娯 楽,国 際合 同事業,

投資や再構成,派 遣,鉱 業,投 資会社,不 動産,共 同投 資,政 府関係融 資,

非営利団体等 を含む。企 業の広範囲のERISAと 他の雇用者 特権対 策 業 務

を2つ の班が集中的に行い,他 は補助す る。

(d)寄 託 と財産
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弁護士11人 。 当社は通常,寄 託 と財産を扱い,ア メ リカの2大 銀行の

信託上の問題を取 り扱 っている。 寄託 と財産班 は個人依頼人,数 々の大学,

財団や他の慈善 団体 に提 言 した り,抗 争 処理を扱 った り,又,海 外投資 して

い るア メ リカの居住者 と同 じくアメ リカに居住 してい ない海外投資家のた め

に,国 際的 な税金対策 を税金班 とともに仕事を行 っている。

(e)不 動 産

弁護 士12人 。 当社は 国内 ・国外の個人 ・法人の多様 な不動産 取引を代

行す る。 不動産班 は賃貸,譲 渡,運 用の不動産問題を様 々な依頼人 の為 に扱

う。班は担保物 件,借 用の返済 と他 の大 きな不動産融資について 保険会社 を

代行す る。 又,土 地 の 買収 か ら開発,販 売 におけ る公正 な不動産投 資の制度

の 代行 も行 う。

3.ア メ リ カに お け るEDlの 動 向

ア メ リカにお い て は,取 引 デ ー タ をオ ン ライ ン ネ ッ トワー クで交 換 す る こ と

はEDr(ElectronicDataInterchange)と 呼 ばれ て お り,EDIの 呼

称 が 一般 化 して い る。EDIの 推 進 につ い て も活 発 な動 き を してお り,特 に

EDIの 標 準 化が か な り進 展 してい る。

ア メ リカに お け るEDIの 標 準 化動 向 をみ る と,輸 送業 界 が先 行 して進 ん で

お り,1975年 に 輸 送 デ ー タ調 整 委 員会(TDCC:TransportationData

CoodinatingCommittee)に よ り,EDI標 準が 開発 され た。 このEDI

標 準 フ ォー マ ッ トは,1975年 以 後,航 空業 界,鉄 道 業 界,海 運業 界,陸 上

輸 送業 界 に おい て業 界標 準 が 設 定 され て い る。

1970年 代 後 半 に 入 る と,こ れ ら個 々の業 界 標 準 だ け で な く,業 界 を ま た

が るEDIの 業 際 的 標 準 化が 必 要 と な って きた。 この 動 きに対 し て食 品 業 界 で

もEDIの 標 準 化 の 動 き が起 き,1980年 に はArthurD.Little社 が

EDIの 有 効性 とTDCCの 標 準 を提 案 した。 その 結 果,UCC(Unified

CodeCouncil)とTDCCの 共 同 作 業 でUCS(UnifiedCommunication

Standard)が 設 定 され食 品業 界 標 準 と して運 用 が実 施 され て い る。 倉 庫 業 界

にお い て も 同 様に業 際 的 標 準 と して,WINS(WarehouseInformation

NetworkStandard)が 設定 され て い る。 最 近 の 傾 向 と しては,UCSとW
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INSが 統 合す る よ うな形 で 標 準 化 が 進 め られ てい る。

さ らに,1979年 にANSI(AmericanNationaiStandardInsti-

tute)にASC(AccreditedStandardsCommit .tee)X1'2委 員会が

発 足 し,商 業取 引 に 関 す る情 報 交 換の た めの 標準 規 格 を検 討 して お り,図 表

2.5-1に 示 す よ うな 組織 で構 成 され,ア メ リカにお け るほ とん どの 業 界が 参

加 して い る。 委 員 会 で の 検 討 結 果 は,1980年 に 最 初 の 標 準 が 出 され,1983

年 に 第2版 の 標 準 が 発表 され て い る。 このANSIX12標 準 に基 づ き,.次 の

よ うな業 界が標 準 設 定 して い る。

・自動 車業 界(AIAG)

・電 気 製品 業 界(EDX)

・化 学 品 業 界(CIDX)

ANSIX12標 準 の 規 格 は,次 の4つ を規定 して い る。

・ トラ ンザ クシ ョ ンセ ッ ト

購 入注 文 書 の よ うな ビジネ ス トラツ ザ ク シ ョンに 明記 す る手 続 フォ、一 マ ッ

ト,デ ー タの 内 容 を規 定

・デ ー タ デ ィ クシ ョナ リー

トラン ザ クシ ョンセ ッ トを構 成 す る デ ー タエ レメ ン トの 内 容 を規 定

・セ グ メ ン トデ ィ レ ク トリー

トラン ザ クシ ョンセ ッ トを構 成 す るデ ー タセ グメ ン トの 定 義 とその フ ォー

マ ッ トを規 定

・伝 送 制 御

デ ー タ交 換 す る た め の情 報 の フ ォ ーマ ン トを規 定

ANSIX12標 準 の デ ー タ構 造 は,図 表2.5-2に 示 す よ うな階 層 構 造 と

な っ て い る。 図 示 され た デ ー タ構 造 は,ビ ジネ ス文 書 を交 換す る場 合の 典 型 的

な フ ォー マ ン トを 示 してい る。 す なわ ち,多 種 類 の トラン ザ ク シ ョン セ ッ ト

(例 えば,送 り状 な ど)を 送 付 す る場 合,ト ラ ンザ クシ ョンセ ッ ト ・ヘ ッダー

(ST),デ ー タセ グ メ ン ト,ト ラ ンザ クシ ョン セ ッ ト・ トレイ ラーの 順 序 で

構 成 され る。

例 えば,2種 類 の送 り状 の場 合は,次 の よ うな構 成 とな る。
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ST(ヘ ッ ダ ー)

送 り 状1

SE(ト レイ ラ1・一)

ST(ヘ ッ ダ ー)

送 り 状2"

SE(ト レイ ラ ー)

ま た,異 な る タイ プの トランザ クシ ョン セ ッ ト(例 えば,購 入 注文 書,送 り

状 な ど)を 区 分す る場合,フ ァ ン クシ ョナ ル グル ー プ ・ヘ ッダ ー と トレイ ラー

に よ りセ ッ トされ る。

例 えば,.パ ソケ ー ジ全 体 を送 付 す る場 合 は,次 の よ うな構成 とな る。

ISA(イ ン タ ー チ ェ ン ジ ・ヘ ッ ダ ー)

GS(フ ァ ン ク シ ョナ ル グル ー プ ・ヘ ッ ダ ー)

ST(ト ラ ン ザ ク シ ョン セ ッ ト ・ヘ ッ ダ ー)

デ ー タ セ グ メ ン ト

SE(ト ラ ン ザ ク シ ョ ン セ ッ ト ・ ト レ イ ラ ・一一)

他 の トラ ン ザ ク シ ョ ン セ ッ ト

GE(フ ァ ン ク シ ョ ナ ル グ ル ー プ ・ トレイ ラ ー)

他 の フ ァ ン ク シ ョ ナ ル グ ル ー プ

IEA(イ ン タ ー チ ェ ン ジ ・ ト レ イ ラー)
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ANSIX12標 準 を 利 用 した場 合 のEDIの 処 理形 態 と して は,図 表2.5

-3に 示 す よ うな4つ の タイ プに 分 け られ る
。

・タイ プ1

MT,フ ロッ ピ ー ・デ ィス ク等 に よ るオ フ ライ ン ・デ ー タ交 換

・タ イ プ2

個 々の ユー ザ ー間 で 直 接 ネ ッ トワー ク接 続 す る オ ン ライ ン ・デ ー タ交 換

・タイ プ3

ネ ッ トワー クの接 続 にVANを 利 用 す る場 合の オ ンライ ン ・デ ー タ交換

・タイ プ4

サ ー ドパ ー テ ィーが プ ロ トコル の変 換 サ ー ビス を行 う場 合 の オ ン ライ ン ・デ

ー タ交換

ア メ リカで は,タ イ プ4の 処 理 形 態 は タイ プ3を 包 含 して ネ ッ トワー クプ ロ

セ ッシ ン グサ ー ビス と呼 ば れ てお り,こ の場 合 に 個 々の企 業 は 独 自の フ ォー マ

ッ トの まま 他 企 業 と ネ ッ トワー ク接 続す る こ とが 可 能で あ る。(タ イ プ1と2

の 場 合 は,個 々の企 業 が 標 準 フ ォー マ ッ トに合 わ せ る必 要 が あ る)こ の よ うな

ネ ッ トワー クサ ー ビス を提 供 して い るサ ー ドパ ー テ ィー と して は,次 の よ うな

とこ ろが あ げ られ る。

・CDC(ControlDataCorporation)二REDINET

・GEIS(GeneralElectricInformationServices):EDIエ キス

フ。レス

ISN

ヨ ー ロ ッ パ に お い て は,ア メ リカ のEDIと 同 様 な 概 念 で 発 展 し た も

の と し て,TDI(TradeDataInterchange)が あ る。 こ のTDIは,

ECE(EconomicCommissionforEurope)の 場 で 検 討 され,国 際 標 準

・IBMInformationServices .

・ マ ク ド ネ ル ダ グ ラ ス:EDINet

・NationalDataCorp .

・SterlingSoftware:Ordernet

・MartinMarietta

・WesternUnion

・Telenet:TEDI

－ 方
,
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化へ と動 きが 活 発化 した。 しか しなが ら,ア メ リ カと ヨー ロ、ソバ との 間 で オ ン

ライ ン ・デ ー タ交 換 を 行 う場 合,両 者 の 間 でEDI規 格 が食 い 違 ってい る と大

き な問 題 が 生 じる こと とな るた め,国 際標 準 と し ての検 討 を 行 うグル ー プ とし

てUN-JEDI、(UN-JointEDI)が 結 成 された 。 このUN-JEDIグ ル ー

プは,国 際標 準 規 格 と してEDIFACT(EDIForAdmini§tration,

CommerceandTransport)を 作成 し,ISO規 格 と して これ を提 案 した 。

EDIFACTとANSIX12の シン タ ッ クスは,直 接 には コ ンパ チ ブル では

ないがANSIの 国際 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ムは,将 来 この2つ の 標準 を統 一 化す

る方 向 で取 り組 ん でい る。 この よ うにEDIの 国 際 標準 化 が 進 めば,国 内/国

際取 引 が一 本化 され,よ り多 くの企 業 が その メ リッ トを 受 け る こ と とな る。 必

然 的 に多 国籍 化 した企 業 で は,国 際 的 なEDIの 導 入 が 必 須 とな って くる。 特

に 大企業 で は 取 引 先 相 手 に 対 し,EDIを 義 務 付 け る場 合 もあ り,ア メ リカに

お け る多 くの企 業 に と ってEDIの 導 入は,経 営 効率 の 問 題 だ け で な く,そ れ

は企 業が 存 続す るた め の 二 つ の 不 可欠要 素 とな って きて い る。

図 表2.5-1ASCX12StandardsDevelopment
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図 表2.5-2 ASCX12標 準の デ ー タ構 造
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図 表2.5-3 EDIの 処理形態
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2.6PabAltoManagementGroup,

先

日

所

査

月査

調

調

住

面 接 者

lnc

PaloAltoManagementGroup,Inc.

6.8(水)午 前

2685MarineWay,Suite1212

MountainView,CA94043

MichaelP.Burwen,President

1.会 社 概 要

PaloAltoManagementGroup,Inc.は,情 報 処 理 に関 す る総 合 コン

サ ル タン ト会 社 で,ア メ リカ,カ ナ ダ,ヨ ー ロソバ(フ ラン ス),日 本 に オ フ

ィス を持 ち,世 界 的 に活 動 を 行 って い る 企 業 で あ る。 同社は,世 界 先 進 主 要 国

の政 府 機 関や 企 業 の200以 上 と業 務契 約 を締 結 して い る。

同社 の 情 報 処 理 に関す る 調 査研 究は,20年 ～30年 の経営 豊 富 な 専 門 家 が,

行 って お り,そ の 分 析 能 力 は 高 い評 価 を受 け てい る。 同社 の主 要 業 務 は,

① 企 業戦 略 の 計 画

② 市 場 調 査 と分 析

③ 製 品 計 画

④ 競 争 分 析

⑤ 買収 調 査

⑥ 販 売 分 析,計 画,戦 術

⑦ 技 術 調 査

⑧ 資 金 計 画

⑨ マ ネ ー ジ メ ン ト ・セ ミナ ー
'

2.RCS(RemoteComputingServices)

RCSの 中 で も伝 統 的 なTSSは,ス ー パ ー ミニ コン ピュー タ等 の 高 性 能 機

器 の 登 場 に よっ て,今 後 需 要 は 低下 す る と予 想 され る。

1987年 のTSSに 占 め る 割合 は,60%で あ るが,1992年 は その 割合

は40%に 減少 す る と予 測 され る。
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図 表2.6-1ア メ リカにお け るRCS市 場

その他 のサ

40%

TSS

60%

1987年62億 ドル

その他 のサービス

60%

1992年100億 ドル

(出 典lINPUT)

TSS

TSS減 少 の 状 況 に お い て,RCSを サ ー ビス し てい る企 業 の 多 くは,特 定

の ア プ リケ ー シ ・ン ・サ ー ビスの 販 売 に 力 を入 れ てい る。 例 えば,給 与 シス テ

ム,グ ラ フ ィ ック処 理 シ ス テ ム,遠 隔診 断 ・遠 隔保 守 等 で あ る。

3.VAN(ValueAddedNetwork)サ ー ビ ス

現 在,最 もVANの ア プ リケ ー シ ョン で 重 要 な も の に は,

① 電 子 メ ー ル

② デ ー タ ベ ー ス ・ア ク セ ス

③EFT(ElectronicFundsTransfer)

④ リ モ ー ト ・オ ー ダ ー ・エ ン ト リ イ

⑤ 信 用 情 報

⑥ 企 業 間 デ ー タ伝 送

⑦ ネ ソ トワ ー ク間 ア ク セ ス

が 挙 げ'ら れ る。

今 後,注 目 され る ア プ リケ ー シ ョ ン と し て は 、ICカ ー ドを 使 用 し たPOS
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シス テ ム,VIDEOTEX等 が 有 る。

ア メ リカのVAN市 場 の 規模 は,1987年 は 約6億 ドルで,今 後30%の

成 長 率で 伸 び る と予 測 され てい る。 この市 場 の 主 要 な ベ ン ダー はTelenetと

Tymnetで 全 体 の 約44%を 占め て い る。

4.ネ ッ トワー ク ・サ ポー ト ・サー ビス

ネ ッ トワー ク ・サ ポ ー ト ・サ ー ビスは,現 在,そ の 市 場 を急 速 に伸 しつ つ あ

る。1988年 の 市 場 規 模 は55億 ドルで,今 後 年 率30%で 成 長 す る と見 込

まれ,1990年 には94億 ドル に達 す る。

図 表2.6-2ア メ リ カに お け る ネ ッ トワ ー ク ・サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス 市 場

億 ドル'
120

100

80

60

40

20

1986年1987年1988年

(出 典:LedgewayGroup,Inc.)

1989年1990年
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こ のサ ー ビスの 主 な アプ リケ ー シ ョンは,次 の ものが 挙げ られ る。

①'遠 隔 診 断/保 守

②

③

④

⑤

⑥

⑦

パ フ ォ ー マ ン ス ・モ ニ タ リ ン グ

生 産 性 評 価

ネ ソ ト ワー ク ・マ ネ ー ジ メ ン ト

カ ス タ ム ・ ソ フ トウ ェ ア の 開 発 ・

技 術 支 援

シ ス テ ム設 計/イ ン テ グ レ ー シ ョ ン

こ の 市 場 に お け る サ ー ビス ・ベ ン ダ ー ど し て は,コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ン ダ ー

(50%),サ ー ド ・パ ー テ ィ(25%),ユ ー ザ(25%)と な っ て い る 。

5.ソ フ トウ エア

ア メ リカの ソフ トウ ェア市場 は,年 率20%の 成長 率 で 伸 び て い る。1987

年 の ソフ トウ ェア市 場 は147億 ドル で あ り,1992年 には366億 ドル に達

す る と予 測 され て い る。

全 体 的 な傾 向 とし ては,ま ず,PCと ミニ コン ピ ュー タ関 係 の ソフ トウ ェア

が,メ イ ン フレ ー ムーと比 較 す る と伸 び て く る。 ま た,ネ ッ トワー クに 関 連 した

ソフ トウ ェ アの 伸び が 目立 って くる と見 込 まれ,特 に,小 型 コン ピ ュー タ と メ

イ ン フ レー ムとの接 続 ソフ トウ ェア と ネ ッ トワー ク ・マ ネ ジ メン ト ・ソフ トウ

ェ アが 重 要 とな っ て くる。

OSで 注 目 され て い る動 き と して は,UNIXが 挙 げ られ る。 現 在,2つ の企

業 グル ー プがUNIXの 普 及 に 関 連 して い る。1つ は,AT&TとSunMicr-

osystemsの グル ー プと も う1つ はIBM,DEC,HP等 のOSF(Open

SystemFundatin)で あ る。1992年 ま で に全 米 の ユ ーザ の20%が,UN

IXを 使 用す る と予 測 され てい る。 ア メ リカで は,現 在,OSと して主 にMVS

/W,VMS,MS-DOS,UNIXが ア メ リカで 使 用 され て い るが,UNIX

が 有 望 視 され てい る。

ア プ リケー シ ョン ・ソフ『トウ ェア と し ては,CAD/CAM,科 学 技術 計 算,デ

ス ク トップパ ブ リッシ ン グの 市 場 が,注 目 され てい る。CAD/CAM市 場 は,

ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウ ェア市 場 の30%前 後 に達 す る と見 込 まれ て い る。
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デス ク トッ プ.パブ リッ シン グは,ビ ジ ネ ス分野 に 急 速 に浸 透 しつ つ あ る。

1988年 には5億 ドル に達 す る と予 測 され てい る。

図 表2.6-3ア メ リ カ に お け る ソ フ トウ ェ ア市 場'

億 ドル

500

400

300

200

100

::

ll
O

/

147

/

366

/

/

ぶ

ぶ

/ /

/

/

ぶ
ぶ/ / /
1987年 1992年

懸 ㌘ 美。 翻 忽 ㌶ ヨン

(出 典:IDC)

一49一



6.Al

ア メ リカ に おけ るAIソ フ トウ ェア 市場 は,1988年 は2億8,000万 ド

ル で,1992年 に は10億 ドル に達 す る と見 込 まれ てい る。 エ キ ス パ ー トシ

ス テ ムで 商 用 化 さ れ てい る数 は,約475で あ る。AIサ ー ビス 市場 の主 要 な

分 野は,教 育 ・訓 練 や コ ンサル テ ィン グが挙 げ られ てい る。

軍 事 関 係 の プ ロジ ェ ク トが,AI市 場へ 与 え る影 響 は非 常 に 大 き く,AIの

研 究 ・開 発 費 の 半 分 以 上 を 占 め てい る と言 わ れ てい る。

AI分 野 で,今 後,有 望 な市 場 は次 の も のが あ る。

① 製 造 関係:ロ ボ ッ ト,プ ロセ ス制 御,保 守,エ ネ ル ギ ー管 理

② ビジ ネス 関 係:金 融,意 志 決 定 支 援 シ ス テ ム 、

③ 軍 事 関 係:OR,兵 器 ・兵 員管 理

図 表2.6-4ア メ リカにお け るAI市 場
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2.71ntelliCorp

先

日

所

査

月査

讃

詞

住

訪 問 相 手

IntelliCorp

6.9(木)午 前

1975ElCaminoReal,WestMountainView,

ca94040-2216

Ms.JaneK。Bessin

InternationalBusinessManager

1.会 社 概要

IntelliCorpは,1980年 に ス タン フ ォ ー ド大学 の4人 の科 学 者 に よ っ

てIntelliGeneticsと して設 立 され,1984年 に現 社 名 に 変 更 した。

1983年 にKEE(TheknowledgeEngineeringEnvironment)を 発

表 し商 用 エ キ スパ ー ト用 ツール の 市 場 に参 入 した。 つづ い てSimkit,PC-

Host,KEEConnection等 の ソフ トウ ェア パ ッケ ー ジを 発 売 し,テ クニ カ

ル リ.一ダ とし ての 現 在 の 地 位 を 確 保す る に至 っ てい る。

同 社 は,ソ フ トウ ェアの 生 産 ぼ か りで は な く,ユ ーザ の ニ ー ズに応 じた トレ

ー ニ ン グや 技 術 サ ポ ー トも行 っ てい る
。

1988年 の 同社 の売 上 は約200万 ドル が 見込 まれ てい る。

1983年 か らは わ が 国の 情 報 サ ー ビス業 の有 力企 業 の1社 で あ る㈱CSKと

関 係 を 深 め て お り,現 在 ㈱CSKはIntelliCorpの 日本 総 代 理 権 を有 し て

い る。

そ の た め,わ が 国 にお い て はIntelliCorpの 主 要 製 品 は㈱CSKを 経 由し

て提 供 され て い る。

ア メ リカのAI市 場 に お け るIntelliCorpの マ ー ケ ッ トシ ェア は 約60

%と 言わ れ てい る。

KEEは 現 在,全 世界 で2,000コ ピー 出 てお り,そ の うちわ が国 で は150コ

ピー ほ ど提 供 され て い る。

従 業 員 は約200人 。 事業 所 は 全 米9ヵ 所(ア トラ ン タ,ボ ス トン,シ カ ゴ,

ダ ラス,デ ンバ ー,ロ ス ア ン ゼル ス,ニ ュー ヨー ク,フ ィ ラ デル フ ィア,ワ シ

ン トンD.C.),海 外2ヵ 所(西 ドイ ツ,英 国)の 合計11ヵ 所 に有 して い る。
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図 表2.7-1ア メ リカAIマ ー ケ ッ ト シ ェ ア

Carnegie

・Group

Tecknowledge

F.S.

な お,同 社 は エ キ ス パ ー トシス テ ムの 開 発 に 当た って,ナ リベ ッテ ィ,ア ー

サ ア ン ダ ーセ ン,ア レ ン ー ブラ ド リイ,GTE等 と緊 密 な 関係 を 有 し てい る。

IntelliCorpと し て は,日 本 は重 要 市 場 と位 置づ け て お り,そ のた め 日

本 語 化 を 積 極 的 に 進 め てい る。

2ア メ リカ にお け るAl市 場動 向

ア メ リカに おけ るAIビ ジ ネ スは,1980年 代 に多 数 の企 業 が参 入 し,AI

ブー ムを 呈 した。 しか し,そ の 後1987年 のLispマ シ ン社 の倒 産 に象徴 され

る よ うにAIビ ジネ ス の危 険 性 や,AIの 成 果 そ の もの を疑 問 視す る見 方 が ア

メ リカ 産業 界 に走 った 。

近 年 の ア メ リカの 主 要AI関 連 企 業 の業 績 を見 る と,

IntelliCorp

イ ン フ ア レ ン ス 社

カ ー ネ ギ ー ・グ ル ー プ

テ ク ノ ー レ ッ ジ社

シ ン ボ リ ッ ク ス 社

Lispマ ジ ン社

6四 半期連続損失

従業員 の15%を レイオ フ

〃

4四 半期連続 損失

第3次 の レイオフ,社 長解任,

売

1987年 倒産

ソニー のNEWS販
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パラデ ィアン社 レイ オフ,社 長解任 ・

等 々例外な く低調 であ り,小 規模 なAI専 門会社 は多数が倒産 の憂 き 目にあ

ってい る。 こ うしたAI関 連会社 の失敗の要 因と しては,

① システムの 開発 に当た ってユ ーザ ・イ ンターフ ェイ スにあま り関心が示 さ

れ てい ない。

② システムの 開発 に当た って,そ の初期か らデ リバ リマシンを選択す るこ と

な く進 め られた。

③ システムが作動す るにはDB等 の情報 源を アクセスす るが,そ の際必要不

可欠 な通信系が ないが しろに されてい た。

④ 複合 システム としての発想 に欠け ていた。AI技 術 の純粋性 に力点が置か

れす ぎ,従 来現場 で使用 され ていた手法 との 融合がお ろそか にされ た。

等 々が あげ られ てい る。

しか し,こ うした現状に もかかわ らず 大方 の見方 としては,AIの 将来動 向

.は,あ らゆ る応用 面にAIが 浸透 して きてお り,長 期の トレン ドで見 るか ぎ り

は成 長を とげて行 く分野で あると考 え られ てい る。

最 近の アメ リカの市場調査 によるとAI関 連のハー ドウェアの売上 は1987

年の2億5,000万 ドル～3億 ドルか ら1992年 には12億 ドル～19億 ドル

へ,同 じ くソフ トウェアの売上は1億4,000万 ドル か ら16億 ドルへ と拡大す

るだろ うとの予測があ る。

この予 測の妥当性 は とも角 と して,AI市 場の有 望性は否定で きないであろ

うと考 えられてい る。

3.KEE(TheknowledgeEngineeringEnvirnoment)の 概要

近 年AIに つ い て の研 究 が 盛 ん に進 め られ,AI手 法 を 応 用 した ア プ リケー

シ ョン も数 多 く見 られ る よ うに な っ て きて い る。

KEEは,IntelliCorpに よ っ て 開 発 され た ハ イ ブ リッ ド型 の エ キ スパ

ー トシス テ ム開発 支援 ツー ル で あ る
。

人 間 の 知識 を コン ピ ュ ー タ上 で 実 現 させ る代 表 的 な 知識 表 現 法 と して は,

① フ レー ム表 現

② プ ロダ クシ ョンル ール
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③ 意味 ネ ッ トワー ク

.等が あ るが,

KEEは,オ ブジ 。 ク,指 向 の聡 で,フ レー ム理 論 に基づ き,記 述 した オ

ブジ ェ ク トを フ レ ー ムで 表 現 して い る。

図 表2.7-2KEEと 関 連 ツ ール の構 成

END-USER
APPLICATIONS

*INTERMEDIATE -LEVELTOOL
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(1)イ ン テ リコ ー プ.社 の 主 要 製 品

ホ ス トマ シ ン

ア プ リ

ケ ー シ ョ ン

ア プ リ

ケ ーション

ア プ リケ ー シ ョ ン

KEE
KEE

SIMKIT

一 一 一 一

LI・SP

KEE1』
ハ ー ドめ エ ア

PC PC PC

アプ リ

ケ ー シ ョン

RunTimeKEE

KEESIMKIT

.ハ イ ブ リッ ト型 でi-'一実 績 菟KEE.ヒ で 待 ち行 列 の シ ミ

1の エキ スパ ー トシ ス テ ム ユレー シ ョンを構 築 す る た

開発支援 ツール; め の パ ッケ ー ジ。 エ キスパ
ー トシス テ ム との 組合 せに'

よ り シ ミュ レー シ ロンの可

能 性 を広 げる。

PC-HOST

KEEで 開 発 し た エ キ スパ
ー トシス テ ムを 分 散 アー

テ クチ ュ アの下 で効 率 よ く

運 用 す る ための シ ス テム。

RunTimeKEE

低 価格 な運 用専 用 版 のKEE.

386PC,UNIXマ シン,

IBMメ イ ン フ レー ム等 多

様 な機 種 で 利用 可能 。

アプ リ

ケー シ ョン

KEEc㎝nection

アプ リ

ケーション

データペー ス

リレーショナル

デ一夕ーべース

アプ リ

ケ ー シ ョン

KEE
EEE/C

IntegrationToolkit

KEEとSQLデ ー タベー スとを 統 合す る知 的インターフェ

ー ス。既 存 の大 量 な デー タがKEEを 使 った エ キ スパ ー'

トシス'テムで活 用 で き る。

ア プ リ

ケ ー シ ョン

C

KEE/CIntegrationToolkit

KEEとC言 語 に お け る相 互 の呼 び 出 しを行 うた め の イ

ン クー フェー ス。 リアル タ イム のデ ー タの処 理 や,他 の

シ ス テム との親 和 性 を高 め る。

(2)KEEの 導 入 例

KEEは2,000コ ピーほ ど出荷 され てい るが,そ の 主 な応 用例 と しては,

① ニ ュー ヨー ク証券 取 引所 上場企業の健康度をチ ェ ックす るための

シ ステ ムに 応 用

②GTE ス イ ッチ ン グ シ ステ ムの 動 作 チ ェ ック へ

の応用
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③NASA… … … 宇 宙 ス テ ーシ ョンの 空 気 調整 の チ ェ ッ ク

へ の 応用

④Cerner… … … 医療 情 報 シ ス テ ムへ の 応 用

⑤ 日本 生 命 … … …保 険 申込 査 定 シ ス テ ムへ の 応 用

等が あげ られ る。 こ のほ か に もGE,GM,デ ュポ ン,ノ ー ス ロ ップ,オ リ

ベ ソテ ィ,ゼ ロ ッ クス,イ リノ イベ ル,イ ン テル,モ トロー ラ,ロ ック ウ ェ

ル な どがKEEの 主 要 な利 用 者 と して あ げ られ る。

IntelliCorpで は,最 も成 功 して い る例 の1つ と して 日本 生 命 の 保険

申込 の 査 定 シ ス テ ムを 挙 げ て い る。

この システムは,生 命保険契約の申込時 に通常行われ てい る健康 状態の チ

ェックに係わ る査定 業務の 効率化を狙 った ものである。 その主なポ イン トは,

① 生命保険契 約申込時の身体上の危険 準備業務を,初 級 ス タソフで も上級

ス タ ッフと同水準の査 定ができる よ うに支援す る。

② 査 定標準表の査定 ノ ウハウを もとに知識ベ ースを体系化 し,効 率的 な検

索 によ り契 約条 件付 加の基礎 デー タを付 ける。

③ 査定業務全体を エキスパー トシステ ム中心 の流れ に し,セ ン ターシ ステ

ムやOAシ ステムと連動 した統合 オフ ィス システムを構 築す る。

等にある。

開発 に当たっては,当 初糖尿病を対象 にした プロ トタイプのKEEを 使 用

し,知 識 ベースは約100ユ ニ ッ トで出発 した。

現在 月間1万 件程度の査定処理 を行 ってい るが,近 々テス5.的 に年 間50

～80万 件処理で きるよ う機能ア ップを図 る予定で ある。

2.81.1。H.T.(lnternationallnterfaceHlghTechnology)

調 査 先1.1.H.T.

調 査 月 日6.10(金)午 後

住 所18,Avenu6desChampselysees

75008Paris,France

面 接 者GeorgesMihaies,President
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1.会 社概要

1.1.H.T.は,フ ランスにある情報関連の専門調査会社で,主 に ヨ一 中 ソバ

における情報産業や情報 化政策 を中心 に調査を行 っている企業 であ り,主 要 国

にお ける情報化の動向やECの 政策につ いて も詳 しい調査 を行 ってい る。

2.ECに お け る情 報 政策

EC(ヨ ー ⇔ ・供 同 体:EuropeanCo㎜unity)は,欧 州 議 会,閣 鯉

事 会,EC委 員 会,欧 州 裁 判所 の4機 関 を 中心 に構成 され てい る。ECで は委

員 会 の政 策 提 案 と,こ れ を 受 け た 閣 僚 理事 会 の決定 に よ って運 営 され てい る。

ECは,1980年 代 に 入 り,情 報 技 術産 業 の 重 要性 が 増 大 してい るに もか

か わ らず,ヨ ー ロッパ地 域 内の コン ピュー タ産業 の 国際 競 争 力 が低 下 して い る

こ とか ら,ヨ ー ロ ソバの この分 野 で の 地 位 を強 化す るた め,大 規 模 な研 究 開 発

支 援 プ ロジ ェク トを 計画 し実 行 に移 して い る。

これ らの プPジ ェ ク トは,ESPRIT計 画(EuropeanStrategicProg

ra㎜eforR&DinInformationTechnolvgyニ ヨー ⇔ ・精 報技

術 研 究 開 発戦 略計 画),EUREKA計 画(EuropeanResearchCoordina

tionAction:ヨ ー ロ ッパ先 端 技術 共 同研 究 計 画),RACE計 画(Resea-

rchandDevelopmentinAdvancedCommunicationTechnolvgies

forEurope:ヨ ーPッ パ先 端 通信 技 術 開 発)等 が あ る。

3.ESPRlT計 画 の最近の動向

①ESPRITの 目的 と構成

ESPRITは 以下の3つ の 目的 を持 っている。

一 情報通信 におけ る ヨ一 口ソバ各国間の協 力を推 進す る

一1990年 代の競合す る要求 に応 じるため に必 要な科学 技術 を,ヨ ー

ロ ッパの情報通信産業 に提供す る

一 国際水準 を高め,そ の履行 に貢献す る

ESPRIT第1期(1984年 一1988年)の 全般的 な財政規 模 は15億

ECUで ある。 この内1/2は ヨー ロッパ共同体の予算か らの 助成,残 り1

/2は 加盟機 関の負担 によってまか なわれ ている。
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EC内 に設 立 され 情報通信の研究 開発 に携わ ってい る機 関はすべ てESP

RITに 加盟す ることがで きる。ESPRITの プ ロジェ ク トは,少 な くとも

EC加 盟2か 国の2つ の産業パ ー トナ ーを含 む合弁企業 によって遂 行 される。

ESPRITプ ログ ラムは,前 競争的 な研究開発 プ ロジェク トを通 じ,計 画実

行の ための戦略,目 的及び技 術的側面を含むESPRIT活 動計 画に基づ い て

履 行され る。 この事業計 画は,プ ログラムの5つ の科学技術分野にお ける プ

ロジェ ク ト提 案の基 盤 とな るべ く,年 に1度 程修正 され発表 され る。

②1983年 一1986年 期

ESPRITの 第1期 は,1983年 に始 まった試験期間 の後1984年 にEC

に よって採択 された。産業界は1984年 及び1985年 におけ る2つ の 主 要

なESPRITI提 案に非常 に熱心 に応 じたが,予 算的 な問題か ら,受 け入れ

られ たのは提案の5分 の1で あ った。 この2つ の提案によ ってESPRITI

事業全体 の90%が 開始 された。1986年 の,よ り小規模 な,焦 点 を しぼ

った提 案によ って さらに20の プ ロジェク トが 加 えられ,ESPRITIプ ロ

ジェ ク トの全 体数 は227に な った。

③1987年 二産業へ の影響

ESPRITプ ロジ ェク トは通常5年 計 画で 実施 され る。 そ して1987年

に はESPRITIプ ロジ ェク トの半分がや っと3年 目を終 えた とこ ろで ある。

従 ってこの段 階で産業への影響を完全 に評価す るのは早す ぎる と言える。に

もかか わ らず,1987年12月 の時点で の227の プ ロジ ェク トの うち108

に よって,合 計143の 産業面 における重要 な成 果が生み 出 されてい る。 こ

れ らの143の 成果は次の ように分類す ることができる。

-27は 現在市場で手に入れ るこ とので きる製品やサ ー ビスに直接的 に貢

献 してきた。

-44は 市場 向けに開発 され てきたが まだ販売 されていな い製品やサ ー ビ

スに直接的 に貢献 してきた。

-44はESPRIT事 業 以外 一関連企業あるい は他の企 業一で使われ てき

た(科 学技術の移転)

-28は 国際基準 として適用 され た り,あ るいは国際基 準組織 の実 務機 関

(internationalstandardsorganisationworkingparty)
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に よって検討 され,統 一化 に貢献 してきた。

④ESPRIT皿

1987年7月,閣 僚会議が研究及び科学技術開発の ためのEC体 制 プ ロ

グラムに よ り,委 員会 は この体制 プ ログラムの もとにESPRITRす なわ ち

ESPRIT第2期 の計画 を提 出 した。 そ して1987年12月21日,閣 僚会

議 は,加 盟12か 国の閣僚の満場一致で 到達 したtt共 通 の立場"で あるES

PRIT皿 の導入への第1歩 を踏み 出した。

ESPRIT皿 の 目的 とす るところは,

一 先進 的な部品,と りわけ特 定応 用(ApplicationSpecific)集 積 回

路 を ヨー ロッパが持 続 して供給す ることがで きるよ うにす る。

一 情報 処理 シス テムの 次の世代のため に必要 な科学技術を提供す る。

一 広範 囲にわた る異 な る環境のも とで ,統 合情報通信を完全な応 用 システ

ムに統合するために,ヨ ー ロッパの産業の実力を拡充 す る。

ESPRITnは,EFTAの 国 々に基盤 を置 く各機 関の参加 によって,全 ヨ

ー ロッパの協力を得る予定であ る。 また ,基 礎的 な研究においては,ヨ ー ロ

ッパの情 報 ・通信産業 の将来のための堅固 な基盤 を開発維持す るこ とを 目的

と して,協 力行動が とられる。

ESPRIT第2期 の全般的財政 規模は32億ECUで あるが,第1期 と同

じよ うに半分は加盟 国の 負担 によってまか なわれ,残 りの半分はECの 予算

か ら出 てい る。ESPRITIIの 新 しい特徴 として,限 定数 の科 学技術 統合 プ

ロジ ェク トがあげ られ るが,こ れ らの プ ロジ ェク トは野心的かつ限定的な産

業の 目標 を持 ち,ECに おけ る大規模 な産業努力を必要 とす る。

主要 な研究分野の概要は次の とお りで ある。

1)高 度 マイ クロエ レク トロニ クス

この分野 にお けるESPRIT活 動 の 目的は,競 争的 セ ミコンダ クタ部品

の設計及 び生産 を ヨー ロソバ産業 内で 引続き可能にす ることであ る。 この

こ との設計面 に関 しては,個 々の設 計 ツールの統合に,引 続 き重 点を置 き,

それ に関連 して柔軟性 や再配 列可 能性(reconfigurability)の 問題 に

注意 を増す ことである。生産 面に関 しては,シ リコン に関 す る特 定 の 中

期 的 技 術 目標 達 成 に 向 け て 努 力 す る こ とで あ り,CaAs(Gallium

Arsenide)回 路や,視 覚的かつ エ レク トPニ クス機 能 の ナ ン チ ップ統
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合 の よ うな他 の 技 術 の デ モ ンス トレー タ ・プ ロジ ェ ク トへ 努 力 を 払 うこ と

で あ る。

設 計 作 業 に 関す る か ぎ り,1987年 で はESPRITプ ロ ジ ェク ト991

に基 づ い たCADシ ス テ ムのESPRIT市 場 へ の 登 場及 び,カ テ ドラル ・

シス テ ム(プpジ ェ ク ト97)の 生 産 環境 で の 使 用準 備,及 びECIPプ

ロジ ェ ク トか らの 規 格 化 推 薦 の 最 初 の セ ン トの 発 表 が あ った。 プ ロセ ス活

動 は 目標 を 目指 し,計 画通 り進 行 中で あ る。 例 えば,MatraHarris(仏)

は1ミ ク ロ ンCMOS技 術 をSPECTREプ ロジ ェク トか ら 自分 の プロジェ

ク トライ ンへ 合 併 した。Siemens(独)は,新 しい シ リーズの二 極 式 ゲ ー

ト配 列 の 商 業 ベ ー スの 開 発 を 開 始 した。BICMOSプ ロジ ェ ク トは,二 極

式 技術 に よ り,1.2ミ ク ロ ンCMOSの 完全 な オ ン チ ソプ統 合 を 成 功 させ

た。 これ に よ り,マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー制 御 の オー デ ィオス テ レオの ソー

ス選 択 と音 量 調 節 が ひ とつ の マ イ ク ロチ ッ プで で き る よ うにな った。

他 の技 術 た おい て は,す で に生 産 され て い る デ モ ン ス トレー タに は,1

ナ ノセ カン ド ・ア クセ ス タイ ム の4KGaAsSRAM,ひ とつ の チ ソプ上 の

エ レ ク トロ ニ ック ア ン プ リフ ァイ ヤー と統 合 され た フ ォ トダイ ナ ー ドが 入

っ てい る。 こ れ に よ り,広 帯 域 ネ ッ トワー ク コ ミュ ニケ ー シ ョン を可 能に

す る重 要 な 技 術 が 確 立 され る。

2)ソ フ トウ ェア技 術

ソ フ トウ ェア技 術 サ ブ プ ロ グ ラ ムに は3つ の主 な 目標が あ る。 第 一 は,

標 準 的 ソ フ トウ ェ ア開発 を支 える環 境 で あ る。PCTEはESPRITに お

け る ソフ トウ ェ ア技術 の 重 要 な 部 分の ベー スで あ る だ けで は な く,増 加 し

て い る国 家や 他 の 国 際 的 活 動 の ベ ー スに な って い る。 第 二の 目標 は,設 計

手 法 や 関 連 ツ ー ルに 焦 点 を 絞 った,よ り激 しい ソフ トウェ ア シス テ ム開 発

へ の ア プ ロー チで あ る。 第 三 の 目標 は,ソ フ トウ ェア プ ロ ジ ェク トの産 業

管 理,及 び 高度 な シス テ ム開 発 プ ロ ジ ェ ク トを コン トロー ルす る方 法や メ

カ ニ ズ ムや ツー ル で あ る。

PCTE(ポ ー タ ブル 共通 ツー ル環 境)は,現 在,共 同 体研 究 プ ログ ラム

へ の す べ ての参 加 者 及 び ヨー ロ ッパの 大 学 に 対 し可能 で あ る。 今 日まで

100を 越 え る ライ セ ン スが 発 行 され てい る。 また,多 くの 国 家 的 プ ロ グ
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ラムEUREKAプ ロ ジ ェ ク トがPCTEの 結 果 と共 に機 能 して い る。 補足

的 なttPCTE+"プ ログ ラ ムも 開 始 され,ヨ ー ロ ッパ ・ス ペ ース ・エージ

ェン シは コPン バ ス計 画 に 対 し,イ ン タフ ェー ス仕 様 を採 用 した。PCT

Eイ ン タ ー フ ェー ス仕 様 は 現在,独 立 した管 理 委 員会(PCTEイ ン ター

フ ェ ー ス マ ネ ー ジ メ ン トボ ー ド)に よ り管理 され てい る。 同委 員会 は,コ

ン ピ ュー タ産業,ソ フ トウ ェア産 業,学 者,大 手 開 発 工 ー ジ ェ ン シか らの

代 表 者 に よ り構 成 され,ECMA規 格 化 プ ロセ ス に 加盟 してい る。

設 計 手 法 に お い て は,数 学 に基 づ いた 形 式 的 手 法 が強 調 され て きた。 特

に シ ス テ ム設 計 の た め の ウ ィー ン開 発方 式(VDM)がESPRITの 活動

に お い ては 主 流 とな っ て きた。1987年 にお い て はVDMに 基づ くシ ステ

ム開 発 ツ ールのESPRITに お ける最 初 の産 業 的 試み が見 られ た。形 式的 手

法 はISO,OSIプ ロ トコール仕 様のた め に開 発 され た もの で もある。 こ

の 目的 の た め に二 言 語 で 開 発 され,1987年 に ドラ フ ト国 際規 格 に 達 し

た 。 ネ ッ トセ オ リー に基 づ くGRASPINプ ロジ ェク トで は,必 要 事 項分

析 か ら正 式 な 仕 様,増 大開 発,ド キ ュ メンテ ー シ ・ソへの 設 計確 認 まで の

ソフ トウ ェア シ ス テ ム 開発 を支 え る統一 され た ツール セ ッ トの デ モ ンス ト

レ ー シ ョン を行 った。

将来 を見 通 す ソフ トウ ェア技 術 サ ブ プ ログ ラ ムの 他 の 研 究 は,ソ フ トウ

ェ ア開発 のた めの 知 識 工 学 テ ク ニ ック,特 に 必 要事 項 獲 得 か ら シス テ ム設

計 へ の移 行,及 び 管 理 目的 の た め の 知識 工 学 テ クニ ッ クに関 心 を示 してい

る。

3)高 度 情 報 処 理

この 分 野 に おけ る主 な 目標 は,知 識 工学 テ ク ニ ッ クを高 度 ソフ トウ ェア

シス テム生 産 の重 要 な手 段 と し,産 業 へ の適 用 の基 礎 を 築 き,開 発 を確 実

にす る ことで あ る。

非常 に速 い ス ピー ドで の記 号 や 数 値 処理 の た め,ま た過 失 容 認 シ ステ ム

の た め の新 しい コ ン ピュー ター ア ー キ テ クチ ャの 開発,及 び,コ ン ピ ュー

タ シ ス テ ム間,コ ン ピ ュー タとそ の 環境 間,及 び コン ピ ュー タ と利 用者 間

の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを有 効 にす る高 度 な シ ス テ ム ・イ ン タ フ ェース の 開

発 で あ る。
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1987年 に お い て は プ ロジ ェ ク トワー クの 強 化,及 び プ ロジ ェ ク トに

よ り発 生 した成 果 の工 業 化促 進 に重 きが 置 か れ て い た。

4)オ フ ィス シ ステ ム

ESPRITの サ ブ プ ログ ラムの オ フ ィス シス テ ムの 目的 は,す で に設 置

され た マル チ ベ ン ダ環 境 で の相 互 作 業 を容 易 にす る能 力,柔 軟 な シス テ ム

設 計 と未 熟 練 ユ ー ザ ーに と って利 用 の 容 易 さを提 供す る,ヨ ー ロ ッパ オ フ

ィス イ ン フ ォ メ ー シ ョン シス テ ムを 確 立す る こ とで あ る。 この よ うな全般

的 な 目標 を 以 下 の 四 点 に 集 中 させ る こ とが で き る。

一 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ー 広 域 ネ ッ トワー ク,ゲ ー トウ ェイ,ブ リッジ

に お け るOSIレ フ ァ レンス モデ ルの進 歩的 な導 入

一 ドキ ュ メ ン トス トラ クチ ャ ー

マル チ メデ ィ ア ドキ ュ メ ソ トに対 す る ナ フ ィス ドキ ュメ ン ト・アー キ

テ クチ ャ ー ス タ ン ダー ドの定 義 と産 業 的 導 入

一 よ り強 力で ユ ーザ ー に使 いや す い ワー クス テ ー シ ョン及 び マ ン ・マ シ

ンイ ン ター フ ェー スの 開 発

一 汁 フ ィス イ ン フ ォ メ ー シ ・ン シ ス テ ムの 環 境へ の融 和 及 び,ユ ー ザ需

要 へ の 適応

1987年 にお け る コ ミュニ ケ ー シ ョン分 野 で の 研 究は,毎 秒140Mビ

ッ トで ロー カ ルに も広 範 囲に も 作 動す る プ ロ トタイ プ ネ ッ トワー クの 設置

及 び 異 な るOSIシ ス テ ムを つ な ぐ高 効 率 ゲ ー トウ ェイの 導 入 で ある。

5)コ ン ピュー タ ー統 合 され た 生 産(CIM)

ESPRITに お け るCIMの 戦 略 は,マ ル チ ベ ン ダー シス テ ムの 水 準 及

び 技 術 の 開 発 に重 点 を 置 い て きた。 技 術 的 目標 は,オ ー プ ン シス テ ムイ ン

ター コネ クシ ョン モ デル に合致 す る ア ーキ テ クチ ャー,設 計 ル ール,及 び

イ ン ター フ ェー スを つ く り上 げ る こ とで あ る。 同時 に,強 い マ ー ケ ッ ト可

能性 が あ る分 野 で はCIMサ ブ シ ス テ ムは リアル タ イ ム生 産 コン トロー ル

ロボ ソ トコン トロー ラ ーを含 む シ ョッ プ(作 業 場)フ ロア シ ス テ ム,組 立

てや 検 査 セ ンサ ー,及 び 多 用 な シ ュ ミ レー シ ョソ ッー ルの た め の ツ ール を

含 んで きた。CIMプ ロジ ェク ト導 入 に おい て は,ベ ン ダー と 『 一 ザ ーの

共 同 関与 は,結 果 のす ばや い 適 用 を 伴 う実 用 的 な ア プ ロー チ を促 し,か な
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りの 産 業 的 イ ン パ ク トを 与 え る。

4.ヨ ー ロ ッパ に お け る コ ン ピ ュー タ産 業

ヨ ー ロ ッパに お け る コン ピ ュー タ産 業 の 現 況 を コン ピ ュ ー タの規 模 別 に概 観

す る。

ヨー ロ ソバの 大 型 ・中 型 ・小 型 ・パ ソ コン を合 わ せ た コン ピ ュ ー タ市 場 は,

331億 ドル の 規 模 で あ り,対 前 年 比 で は12.6%の 伸 び と な った。 国別 の 市

場 規 模 で は 西 ドイ ツが73億 ドル(22.2%)と 最 大 で あ り,次 に イ ギ リス

61億 ドル(18.5%),フ ラン ス58億 ドル(17.7%),イ タ リア38億

ドル(11.5%)の 順 位 で あ り,上 位4カ 国で ヨー ロ ッパ全 体 の 約70%を 占

め てい る。

メ ー カ別 出荷 状 況 で は ア メ リカの コン ピ ュー タ業 界 が1985～86年 の ス

ラ ン プか らま だ 完 全 に 立 ち直 っ てい な い の に もか か わ らず,依 然 と して ア メ リ

カ系企 業 が 各 種 市場 で強 い勢 力 を持 っ てい る。 特 にIBMは ヨ ー ロ ッパ全 市場

に わ た って 大 きな シ ェア を 堅 持 して い る。

ヨ ー ロ ッパ で は,ス ーパ ー コン ピ ュー タの需 要 が ,教 育 用,軍 事 用,産 業 用

と して の 科学 技 術 分 野 で 急 速 に 伸 び てい る。

1987年 の 出荷 台数 は23台(前 年 度20台),金 額 は2億 ドル(前 年 度1

億9,500万 ドル)と な っ てい る。 金 額 で は,対 前 年 比2.6%増 で,伸 び 率 は

それ ほ ど高 くない が,開 拓 され た ば か りの 市 場で あ る こ とか らす る と今 後の 伸

び が 期 待 され る。

国別 にみ る と,出 荷 台 数 ・金額 と もに イ ギ リス が トップで,次 に フ ランス,

西 ドイ ツの 順 位 とな って い る。 イギ リス以 外 の 国 は ア メ リ カの ス ー パ ー コン ピ

ュー タ専 門 メー カCrayに よ って独 占 され てい る。

最 近の ヨー ロ ッパ の大 型 コン ピュー タ市 場 は,ア メ リカ と 同様,成 長 率 と し

て は一 定 した緩 慢 な伸 び を示 して い る。 これ は,主 要 諸 国 の 大 型 コン ピ ュ ー タ

市 場 がす で に 飽 和 状 態 に 達 してい る こ とと,高 性 能 な小 型機 が 台 頭 して きた こ

と が 原 因 とみ られ る。 た だ し,主 要4カ 国(イ ギ リス,フ ラン ス,西 ドイ ツ,

イ タ リア)以 外 の 国で は,こ の 市場 の成 長 もあ り得 る と 思 われ る。

1987年 の 出荷 台数 は16%増 の1,751台(前 年1,513台),金 額は3.7
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一
%増 の73億 ドル(同71億 ドル)に 達 した。1986年 度 の 対前 年 増 加 率が

台数12%,金 額13%で あ った の と比 較 し てみ る と,金 額 の伸 び が 低 迷 して

い る こ とが わ か る。

国別 にみ る と,西 ドイ ツが 金額 で26%,台 数 で は27%を 占 め て い る。 次

に イ ギ リス と フ ラ ンスで 競 って い るが,前 年 同様,出 荷 台数,金 額 と もに イ ギ

リス,フ ラン ス,イ タ リアの 順 位 で あ る。

中型 機 市 場 は,1987年 の 出荷 台数 が15.4%増 の1万9,270台(前 年1

万6,700台),金 額 で は3.5%増 の66億 ドル(同64億 ドル)と な っ た。

大 型機 と同様,台 数 で は伸 び たが,金 額 で は 伸 び が 低 迷 して い る。 こ れ は,よ

り高 性 能で 低 価 格 な小 型 機 の人 気 に影 響 され て 中 型機 市 場 の 競争 を 厳 し くし て

い る ため で あ る。

国 別 にみ る と,台 数,金 額 と もに イ ギ リスが1位 で あ り,そ れ ぞ れ23.4%,

21.1%の シ ェアを 占 め てい る。 次 に 西 ドイ ツが,そ れ ぞ れ19.7%,20.3

%,フ ラン スの17.2%,18.1%と 続 い て い る。 イ ギ リス と西 ドイ ツは台 数

で は前年 比 は約13%増 と大 き く,フ ラン ス は1.2%増 に と ど ま って い る。 金

額 では,イ ギ リス が前 年 比9.8%増,西 ドイ ツが1.7%増,フ ラ ン ス は&7%

の減 と,伸 び 率 に バ ラ ツ キが あ る。 また,設 置台 数 で は前 年 度1位 だ った イ ギ

リス(2万400台)を 抜 き西 ドイ ツ(2万1,000台)が1位,3位 フ ラン ス

(1万6,200台)と な った。

小 型機 市 場 は,大 型 ・中 型市 場 と比 較す る と活 気 を呈 し てお り,1987年

に は台 数 ・金 額 とも に 前年 比 約9%の 増 加 と な っ た。 売 り上 げ 総 額は73.5億

ドル で,市 場 に お け る 小 型機 の 占有 率 は34%に 当 た り,今 後 も この 率は 高 く

な る と期 待 され てい る。

国 別 にみ る と出 荷 金 額 で は,西 ドイ ツが23.1%と 最 大で あ り,次 に フ ラ ン

ス17.3%,イ ギ リス16.3%と 競 っ てい る。 台 数 で は イ ギ リスが前 年 同様 最

高 と な って い る。

パ ソ コン市 場 は,他 の 分 野 と比べ 最 も成 長 が 著 し く,市 場に お け る シ ェ アも

最 大 とな っ てい る。1987年 の 出 荷 台数 は17.1%増 の597万 台 とな り,金

額 で も28.1%増 の118億 ドル とな った 。 パ ソ コン市 場 は,ビ ジ ネ ス分 野,専

門 分 野 に お け る需 要 が 高 い。 また,こ の 分 野 は ほ とん どIBMに 独 占 され てい
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る。

国 別 にみ てみ る と前 年 同様,台 数,金 額 と もに西 ドイ ツが 最 大 で あ り,次 に

イ ギ リス,フ ラ ンス,イ タ リア と続 い てい る。 各国 とも台 数,金 額 と もに成 長

率 が 高 く,中 で も フ ラ ンス の 対前 年 比 は,台 数 で34%増,金 額 で41%増 と

大 幅 に 市 場が 拡 大 した。

ヨー ロ ッパ にお け る 国別 スー パ ー コ ン ピュ ー タ出荷状 況

て順位:100万 ドル)

1986 1987

国 名
出荷台数 金 額 出荷台数 金 額

イ ギ リ ス 8 75 8 65'

`

フ ラ ン ス 5 50 6 50

西 ド イ ツ 3 35 4 40

イ1タ リ ア 0 0 1 10

そ の 他 西 ヨ ー ロ ッ パ 4 25 4 35

計 20 195 23 200

(注)そ の 他 西 ヨー ロ ッパ:オ ラ ン ダ,ベ ル ギ ー,ス ウ ェー デ ン,

デ ン マ ー ク,ノ ル ウ ェ ー,フ ィ ン ラ ン ド,ス イ ス,

オ ー ス ト リア,ス ペ イ ン。

(出 典:IDC)

図 表2.8-2ヨ ー ロ ッパ に お け る国 別大 型 コン ピュ ー タ出荷 状 況

(単 位:台/100万 ドル)

国 名
1986年 1987年

出荷台数 金 額 出荷台数 金 額

イ ギ リ ス

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

イ タ リ ア

そ 』 の 他

314

209

438

189

363

1,206

1,100

2,131

848

1,780

298

251

471

212

519

1,272

1,209

1,903

848

2,091

計 1,513 7,065 1,751 7,323

(出 典:IDC)
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図 表2.8-3ヨ ー ロ ッ パ に お け る 国 別 中 型 コ ン ビ=一 タ 出 荷 状 況

(1986,1987年)

(単 位:台/100ド ル)

国 名
1986年 1987年

出荷台数 金 額 出荷台数 金 額

イ ギ リ ス

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

イ タ リ ア

そ の 他 面 ヨ ー ロ ッパ

3,980

3,280

3,360

1,350

4,730

1,275

1,315

1,327

598

1,904

4,500

3,320

3,790

1β00

5,860

1,400

1,200

1,350

650

2,046

計 16,700 6,419 19,270 6,646

(出 典:IDC)

図 表2.8-4 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 国 別 小 型 コ ン ピ ュ ー タ出 荷 状 況

(1986,1987年)

(単 位:台/100万 ドル)

国 名
1986年 1987年

出荷台数 金 額 出荷台数 金 額

イ ギ リ ス

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

イ タ リ ア

そ の 他 西 ヨ ー ロ ッパ

38,100

30,600

36,500

31,300

53,500

1,074

1,185

1,478

1,100

1,881

45ρ00

33,000

40,500

32,000

56,700

1,200

1,270

1,700

1,030

2,148

計 190,000 6,718 207,200 7,348

(出 典:IDC)

図 表2.8-5 ヨ ー ロ ソバ に お け る 国 別 パ ソ コ ン 出 荷 状 況

(1986,1987年)

(単 位:千 台/100万 ドル)

国 名
1986年 1987年

出荷台数 金 額 出荷台数 金 額

イ ギ リ ス

フ ラ ン ス

西 ド イ ツ

イ タ リ ア

そ の 他 西 ヨ ー ロ ッパ

1,157

757

1,292

515

1,385

1β03

1,534

1,935

1,085

2,829

1,327

1,013

1,380

554

1,705

2,250

2,165

2,382

1,275

3,696

計 5,106 9,186 5,979 11,768

(出 典:IDC)
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5.ヨ ー ロ ッパ に お け る情 報 サー ビス産 業

ヨー ロ ッパ に お け る1987年 の 情 報 サ ー ビス産 業 の 市 場規 模 は ,360億

ドル に達 した。 また,1988年 に は430億 ドルが見 込 まれ,今 後,年 平 均

19%で 成 長 し,1993年 には1,010億 ドル に 達す る もの と予 測 され る。

一 方
,市 場 規模 を 国 別 にみ た 場 合,1988年 には フ ラ ンスが108億 ドル

と ヨー ロ ッパ 全体 の 約25%を 占め 最 大 で,次 い で 西 ドイ ツの20%,イ ギ リ

ス の18%と 続 く もの と予 測 され て い る。

1988年 か ら1993年 に か け ての5年 間 につ い て,各 国の 情 報 サ ー ビス 市

場 を予 測 した 場 合,フ ラ ン スは108億 ドル か ら250億 ドル と2.3倍,西 ド

イ ツは82億 ドル か ら186億 ドル と2.3倍,イ ギ リスは77億 ドル か ら186

億 ドル と2.4倍,イ タ リアは48億 ドルか ら124億 ドル と2.6倍 と,ほ ぼ 同

じ倍 率 で 伸 び,各 国 と も 高 い成 長 が 見 込 まれ てい る。 成 長 率で は イ タ リアが 年

平 均21%と 最 も高 い 伸 び が 期待 され てい る。

これ らを サ ー ビス形 態 別 にみ る と,コ ンサ ル テ ィン グ,教 育 ・ トレー ニング,

ソフ トウ ェ ア開発,シ ス テ ム オペ レー シ ョンの サ ー ビス を 含む プ ロフ ェ ッシ ョ

ナ ル サ ー ビスへ の支 出 が 最 大 で,1993年 に は321億 ドル に達 す る とみ られ

る。 次 に 高 いの は ソフ トウ ェ アプ ロ ダ ク トで,22%の 成 長 率 を 示 し,1993

年 に は314億 ドル に な る と予 想 され る。 また,各 国の 通信 自 由化政 策 の 影 響

も あ って,VANサ ー ビスが 注 目 され てお り,EDI(EIectronicData

Interchange)を 含 む ネ ッ トワ ー クサ ー ビスが 成 長 率 で は28%と 最 も高 い

伸 び を 示 してい る。
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図 表2.8-6 ヨー ロ ッパ にお け る情 報 チ ニ ビスの ユ ニザ

需 要 予 測'('19SS年,1993年)
、 「 『

(10埠 ドル)'

125

100

75

50

25

0
. 1988

一'1993年

(出 典INPUT)

図表2.8-7 ヨ ニ ロ ッ'パの情 報 サ ー ビス 産業 市場

国 別 シ ェア(1988年,金 額 ベ ー ス)

ノル ウェー2.0% ,

1デ ンつ㌔一ク2・
、5%

スウェー デ ン3.4%

スイ ス3.4%

オ ランダ5.4%

イ タuア

11.3%

イ ギ リ ス

17.9%

プ ィン ラン ド1.8%

ス

6

ン

89

ラ

卍

つ

2

西 ドイツ

19.7%

ヨ ー ロ ッパ 総 計 一430億 ドル

そ の 他:オ ー ス ト リ ア=1.6%,ア イ ル ラ ン ド=0.5%,

ポ ル トガ ル=0.2%,ト ル コ=O.1%,ギ リ シ ャ

=0 .1%

(出 典:INPUT)
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図 表2.8-8

、

国別情報サ ー ビス市場 予測(1988年,1993年)

つランス
IO。8

・瓢 覆、

Is
25.0

西ドイツ
.18.618

イ ギ1は.ζ'719

1S.6

イタ リア.21

ペ ネ ル クxl7

スカ ン ジナ ビア17

留198S4:lr4so9ド ル

その願 ・一 …'`口1蜘 年:」n .。1・⑩P・2。

05101520答{100!ド'レ,

(出 典:INPUT);一 昨 刻ll

図 表2.8-9サ ー ビ ス 形 態 別 市 場 予 測

7;3

(出 典:

目1螂 ・計43・vaド ル

図IY93年 ・計1.⑭Fル

15〔

ヨー ロッパユーザ支 出

INPUT)
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3.ENE,88i(EnterpriseNetworkingEvent,881nternational)

3.1概 要

ENE'88iは,MAP(ManufacturingAutomationProtoco1)と

TOP(TechnicalandOfficeProtocol)の 国際 的 な 展 示 実演 会 で あ り,

FAベ ン ダー/ユ ーザ ーが 一 堂 に会 し,MAP/TOPの 最 終 仕 様(Ver.3.0)

の 実証 を 目的 と し,6月5日 か ら6月9日 迄 の5日 間,ア メ リカ,メ リー ラ ン

ド州 ボル チ モ ア市 の コ ンベ ン シ ョン セ ン ターで 開催 され た。

MAPは,GM社 に よ って提 唱 され た工 場 内の通 信 プ ロ トコル で あ り,TOP

は ボ ーイ ン グ社 に よ っ て提 案 され た 技術 設 計 お よび オ フ ィス 用 の通 信 プ ロ トコ

ル で あ る。

MAP/TOP共 に異 な るベ ン ダーの 機 器 を 自 由に 組み 合 わせ て 容易 に マ ル チ

ベ ン ダー環境 を構 築 し,そ れ に よ り工 場お よび オ フ ィスで の 生 産 性 を 向上 させ

る こ とを 目的 と してい る。MAP/TOPで 採 用す る 標準 プ ロ トコルの 最 終 目標

は,OSI(OpenSystemsInterconnection)完 全 準拠 の サ ブ セ ッ トであ

り,ユ ー ザ ーに よ る機 器 の調 達 基 準 で もあ る。

今 回 の イ ベ ン トに は,ア メ リカのOSI推 進 組Wa'f)あ るCOS(Corporation

forOpenSystems)の ほ かMAP/TOPの ユーザー グル ー プが ス ポ ンサ ーと

な りSME(SocietyofManufacturingEngineering)が そ の 運営 を担'

当 した。

① 展 示 実 演会

展 示 会 の 入場 老 は,3日 間 で約7,000名 以 上(日 本か らは150～200名

が 視 察)が 入 場 した。 展示 会 場 で は,9か 所 の ス ポ ンサ ー ブー ス(各 ブー ス

には3～12の 企 業,団 体 が参 加)と 約70社 のベ ン ダ ーか らな る個別 ブ ー

スで 構 成 され て い た。

共 通 及 び 個 別の ア プ リケ ー シ ョンの実 演 を 行 ってい た9つ の ス ポ ンサ ー ブ

ー スは 次 の よ うな と こ ろで あ った。

・ボ ーイ ン グ(BOEING)

・TRW

・米空 軍/産 業 連 合(AIRFORCE/INDUSTRYCOALITION)
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図 表3.2-1 各 ベ ン ダ ーの ネ ッ トワー ク接続 図
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・デ ィー ア(DEERE&COMPANY)

・ESPRIT/CNMA

・DTI(イ ギ リス貿 易 産 業 省)

・プ ロセ ス業 界(PROCESSINDUSTRIES)

・COS(CORPORATIONFOROPENSYSTEMS)

・GM(GENERALMOTORS)

日本か らは,三 菱i電 機(TRWとGMの ブー ス),横 河 電機(Process

Industriesの ブ ース)と,日 本 ボ ー ドコン ピ ュ ー タ(個 別 ブ ー ス)の 参

加 が あ った。

② セ ッシ ョン

コ ンベ ン シ ョン セ ン ター3階 の 会 議室 にお い て,経 営 セ ッシ ョン,技 術 セ

ッシ ョン,幹 部 セ ッシ ョン,ワ ー クシ ョ ップ,個 別 指 導 な どが5日 間 にわ た

っ て行 われ た。 各 セ ッシ ョンは,そ れ ぞれ に メイ ン タイ トル が つ け られ90

分 の 時 間 枠 の 中で2～4人 の ス ピー カ ーがそ の 関 連す るテ ー マに つ い て講 演

し,そ の 後 質 疑応 答す る形 で 進 め られ た。 各 セ ッシ ョンの プ ロ グ ラムは,図

表3.1-1に 示す 通 りで あ る。 図 中の プ ロ グ ラムで は 関 連す る産 業 分野 が シ

ン ボ ル マ ー ク(▲ 公 共 分 野,■ 金融,▼ 製造 ・設 計,◇ 販 売 ・マ ー ケ ッ ト ・

物 流,● 全 分 野)に よ って示 され てい る。

3.2ス ポ ンサー ブー ス の実 演 内容

ENE'88iの 会 場 にお け る 各 ベ ン ダ ー との ネ ッ トワー ク接続 図 は,図 表

3.2-1に 示す とお りで あ る。9つ の ス ポ ン サ ー ブース に よ る共 通 の ア プ リケ

ー シ ョン と して,次 の よ うな 実 演 を行 って い た。

・見 学 者が 登録 した デ ー タを 使 用 し,見 学者 の 注 文 し た 製品(エ ン タ ー プ ライ

ズ プ ロ ダ ク ト)の 発 注,加 工,最 終 組 み 立 て ま で の 一連 の作 業 を各 スポ ンサ

ー ブー スが分 担 して 受 注か ら出 荷 まで の実 演 を し てい た。

・見学 者 の統 計 な ど エ ン タ ー プ ラ イ ズの イ ベ ン ト情 報 を 見 学 者 が どの ブ ースか

ら も ア クセ ス 出来 る よ うな グ ローバ ル ア プ リケ ー シ ョン の実 演 を してい た。

・見 学 者 の メ ッセ ー ジ を広 域 ネ ッ トワ ー クを用 い て遠 階地 で 作 成 し,米 国や 欧

州の 配 送 地 点 か ら家庭 や 職 場 に 郵送 す る電 子 メー ルの実 演 を して いた。
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各 ス ポ ン サ ー ブー ス に お ける 実 演 内 容 は,概 ね 次 の とお りで あ る。

① ボ ー イ ン グ

購 入 ・供 給 者 間 の 相 互接 続 に よる 受 発 注 の プ ロセ スを 実演 して いた。 企 業

間 の 接 続 にはTOPプPト コル を用 い たイ ーサ ネ ッ ト(802.3)を 使 用 して

い た。aま た,デ ー タ転 送 に は,FTAM(FileTranSfer,ACCeSSand

Management)を 使 用 し,電 子 メ ール には,X.400のMHS(Message

HandlingSystem)を 使 用 して行 い,標 準 の デ ー タ 交換 フ ォ ー マ ッ トとし

て,IGEs(InitialGraphicsExchangespecification)を 使 用

し てい た。 ボ ーイ ン グで は,共 通 ア プ リケー シ ョ ン(エ ン タ ー プ ラ イズ プ ロ

ダ ク ト)の オ ー ダ ーエ ン トリ/プ ロセ ッシ ン グ部 分 を担 当 してい た。 こ こで

は 見 学 者 が 入 口で 登 録す る こ と に よ り,エ ン タ ー プ ライ ズ ・プ ロ ダ ク トの 注

文 をす る こ とが で き,こ の情 報 は 次 の 作 業 工 程 で あるTRWの ブー スに 送 ら

れ る。

②TRW

ビ ュー レ ッ ト ・パ ッ カー ドのCAD(ComputerAidedDesign)で デ

ー タを作 成 し,次 に オ ラクル の デ ー タベ ー ス を使 って レテ ッ クスの 電子 メー

ル(X.400)を 介 して三 菱 電 機 のCNC装 置 で 加工 す る シ ス テ ムを 設 計 か

ら製造 ま で一 切 を ペ ー パ ー レス シ ステ ムで 実 演 し た。 ネ ッ トワー ク相互 接 続

の プ ロ トコル に は802.3/TOP,802.4/MAPを 使 用 し てい た 。

TRWで は,共 通 ア プ リケー シ ョンのMRP(製 造 資 材 計画)を 担 当 し て

いた 。 ボ ーイ ン グの ブ ー スで受 注 した 製 品 に必 要 な材 料 の プ ラ ニン グを し,

この 情 報 は 次 の 米 空 軍/産 業連 合 の ブー スへ 送 られ る。

③ 米 空 軍/産 業 連 合

航 空機 部 品の 設 計 図面 を変 更 し,別 の場 所 で 製 作す るプ ロセ ス を実 演 して

い た。 この ブ ー スで は,共 通 アプ リケ ー シ ョンの 製造 の た めの 設 計部 分 を 担

当 し てい た。 こ こで は注 文 した エ ン タ ー プ ライ ズ プ ロダ ク トの 状 況 の確 認 と

設 計 変 更 が 出来 るよ う に な っ てい た。 この情 報 は,ネ ソ トワ ー ク(802.3

/TOP,802.4/MAP)を 通 じて,製 造,納 品,組 み 立 て の各 ブー スに 送

られ る。
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④ デ ィー ア

MAP/TOP3.0の ネ ソ トワー クを 用 い てCIM(ComputerIntegra-

tedManufact'uring)環 境 の実 演 を 行 って いた。 そ の た め の ア プ リケーシ

ョン と して,ワ ー ク ステ ー シ ョン,PC,マ シ ーン ツ ール,ロ ボ ッ ト間の 情

報 フ ロ ーを統 合 化す る と ころ を実演 して い た6デ ィ ーアで は,共 通 ア プ リケ

ー シ ョンのJIT(JustinTime)製 造 の た めの 設 計 を担 当 して い た。 こ

の ブ ース か らは エ ン タ ープ ライ ズ プ ロ ダ ク トの 部 品 製 造 指示 が 下 請 製 造 とし

て のDTIブ ース,ESPRIT/CNMAブ ース に送 られ る。

⑤ESPRIT/CNMA

CNMAの ブースで は,オ ー ダ ーされ た 部 品 をX.25回 線 を 通 し て イギ リス

の セ ー ム レスバ リーに あ るイ ギ リス航 空 の工 場 で製 造 され るの を実 演 し て い

た。 デ ィー アの ブース か らの 部 品 製 造 指 示 に対 して の応 答 を,MMS(Manu-

facturingMessageSpecification)とFTAM通 信 プ ロ トコル を使 用 し

実 演 し てい た。 ま た,CNMAの ブ ー スの 電 力消 費 量 を プ ロセス 業 界 の ブ ー

スへ 通 知 し てい た。

⑥DTI

デ ィー アの ブー スか らの 指 示 に よ り,エ ン タ ー プラ イ ズ プ ロダ ク トに使 用

す る 部 品 の 製造 を実 演 し てい た。DTIで は,CNMAと 同 じ よ うに デ ィー ア

の ブ ー スの 下請 製造 を 担 当 してい た。 ま た,DTIブ ー スの電 力 消 費量 を プ

ロセ ス業 界 の ブ ー ス に通 知 してい た。

⑦ プ ロセ ス業 界

プ ロセ ス業 界 の ブ ー スで は,エ ン タ ー プ ライ ズ内 の プ ロセ ス部 門 を担 当 し

て お り,プ ロ ダク トに使 用 す る プ ラス チ ック素 材 製造 とス ポ ンサ ー ブ ー スで

必 要 な電 力 の監 視 と供 給 を行 ってい た。

ネ ッ トワー クには,802.4/10Mbの ブ ロー ドバ ン ド,802.4/5Mbの

キ ャ リアバ ン ドが 使 用 され て いた 。 デ ィー アの ブ ース か らの プ ラス チ ッ ク種

類 を指 定 す る製造 要 求 に 対 し ての 応 答 をFTAMとMMSを 使 用 して行 っ て い

た。 各 ブ ース(GM,デ ィー ア,DTI,CNMA)の 電 力消 費量 をMMSに よ

り読 み 込 み,電 力消 費 量 に応 じた 発 電 量 の 決 定 を行 ってい た。
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⑧COS

COSの ブ ー スは,OSIを 通 して ベ ン ダ ー間の 八 一 モ ナ ィズを 行 う こ とを

主 テ ー マ と して お り,ブ ー ス内の12社 の 各 ベ ン ダーがFTAM,MHSの 実

演 を してい た。 また,エ ンター プ ライ ズ プ ロダ ク トに対 す るイ ンボ イ スの 作

成 を担 当 して お り,情 報 の 転 送 にはFTAMが 使 用 され,電 子 メ ールサー ビス

に はMHS(X.400)が 使 用 され てい た。

ネ ッ トワ ー クは テ レネ ッ トのX.25PDNか らVENUS-Pを 経 由 し,日 本

に もつ な が っ てい た。COSの ブ ー スに参 加 して い る12の ベ ンダ ーは 次 の

とお りで あ る。 ・

・IBM・

・ビ ュー レ ッ ト・パ ッカ ー ド(Hewlett-Packard)

・AT&T

・ゼ ロ ソクス(XEROX)

・デ ー タゼ ネ ラル(Data .General)

・ワ ン グ(Wang)

・テ レネ ッ ト(Telenet)

・ハ ネ ウ ェル ・ブル(Honeywell--Bull)

・DEC(DigitalEquipmentCorp。)

・ユ ニ シス(Unisys)

・サ ン マ イ ク ロシ ス テ ム ズ(SunMicrosystems)

・コ ン トロール デ ー タ(ControlData)

⑨GM・

GMの ブー スは,エ ン タ ー プ ライ ズ プ ロ ダ ク トの最 終組 み 立 てを 担 当 して

い た 。 こ こで は,こ れ までの ブ ー スで 製造 され た 部 品 を アセ ン ブ リー してエ

ン ター プ ライ ズ プ ロダ ク トを組み 立 てて い た。 この 組 み 立 て作 業 に は シー メ

ン ス と三 菱 電 機 の ロボ ソ トが 使 用 され てい た。 エ ンタ ー プ ライ ズ プ ロダ ク ト

は 検 査 を受 け た後,ボ ー イ ン グの ブ ースで 注 文 を した 見 学 者 に記念 品 と して

手 渡 され てい た。 この ブ ー スで は,GMや 多 くの企 業 の も と に進 め られ た コ

ン トロール ・ハ イ ア ラー キが 強 調 され て い た。 特 に,製 造 プ ラ ン トに お い て

は,こ の ハイ ア ラ ーキに よ りホ ス トコン ピ ュー タ,プ ロ グラ,マブル コン トロ
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一 ラで 構 成 され て お り,マ ル チ ベ ン ダー ネ ッ トワー クに対 して もシ ス テム性

能 の 最 適 化 を図 る こ とを 可 能 と してい る。

3.3個 別 ブー ス の展 示 内容

個 別 ブ ース の ベ ン ダーは 約70社 程 度 あ り,そ の中 か らい くつ かの ブー スを

紹 介 す る。

① レテ ィ ックス(RETIX)

レテ ィッ クス で は,X.400MHSとFTAMモ ジ ュー ルを 展 示 して い た。

X.400プ ロ ダ ク トは 遠 隔 ユ ー ザ ーエ ー ジ ェ ン トと単 独MTA間 の通 信 を行 う

の に使 用 し,MTAがLANとWANの 接 続性 を 保持 してい る。 また,MAP

3.0のMACレ ベ ル ブ リソジの展 示 も行 ってい た。

② チ ソ プコ ム(CHIPCOM)

チ ッ プ コムで は,ブ ロー ドバ ン ドイ ー サ ネ ッ トのLAN製 品 を主 に提 供 し

てお り,光 フ ァイ バ ーの バ ッ クボ ー ン ネ ッ トに接 続 した マル チ ベ ン ダー機

器 の 構 成 を容 易 にす る。 展 示 製 品 とし て はイ ーサ モ デ ム 皿シ リー ズの ブ ロー

ドバ ン ドイ ーサ ネ ッ ト用 の 各 種 機 器,イ ーサ モ デ ム 皿ブ リ ッジ,ORnet

光 フ ァイ バ ー イ ーサ ネ ッ トシ ステ ム な どが あ った。

③ サ ンマ イ ク ロシス テ ム ズ(SUNMICROSYSTEMS)

サ ン マイ ク ロシ ス テ ム ズで は,オ ー プ ン ネ ッ トワー クアー キ テ クチ ャに基

づ く異機 種 間 接 続 を 想 定 して お り,UNIXベ ースの ワー ク ス テ ー シ ョン に

よ る電 子 メ ー ル,フ ァイ ル 転 送 を 実演 し てい た。 また,TCP/IP(Tran-

smissionControlProtocol/InternetProtcol)か らOSIへ の 移

行 を 意識 した展 示 を行 っ てい た。

④ ヒL－ レ ソ ト ・パ ッカ ー ド(HEWLETT-PACKARD)

ヒL－ レ ッ ト・パ ッカ ー ドで は,X.400.,ネ ッ トワー ク管 理,OSI製 品

を展 示 してい た。 また,MAP3.0用 の プ ロ トコ ル アナ ライ ザ ーやOSIエ ク

ス プ レスな どの製 品 も展 示 され てい た。 ビ ュー レ ッ ト ・パ ッカ ー ドで も,

TCP/IPか らOSIへ の具 体 的 な 移 行 プ ラ ンを 発表 してい た。

⑤DEC(DIGITALEQUIPMENT)

DECで は,単 一 ア ー キ テ クチ ャに よ る製 品 群 を展 示 してい た。 また,
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DNA(DigitalNetworkArchitecture)か らDECneし/OSIフ ェ ーズ

Vへ の 移 行 を強 く打 ち出 し,国 際 標 準OSIへ の 移行 を 強調 して い た
。

展 示 製 品 と して注 目され た の は,ANSIX3T9 .5の100Mbpsの ト

ー ク ン リン グFDDI(FiberDist
ributedDataInterface)で あ り,

バ ッ クボ ー ン ネ ッ トワー クと して利 用す る こ とが 可能 で あ る
。

⑥IBM

,IBMで は,OSIに 対す る 方 針,接 続 性,NetView(ネ ッ トワー ク管

理),SNA/OSI,ト ー クン リン グネ ッ トワー クの展 示 を主 テ ー マ と して

い た。OSIに 対 す るIBMの 方 針 に つ い て は ,・OSIとSAAの 関 係 が 明

示 され てい た。SNAとOSIの トー クン リン グネ ッ トワー ク上 で の共 存につ

い てはLU6.2バ ・一 ブとOSIバ ー ブを 使 った 簡単 な実 演 が あ った
。

3.4MAP/TOPの 組 織

ア メ リカに お け るMAP/TOPの 運営 は 図 表3 .4-1に 示 す よ うな 組織 で 合

同で 行 わ れ てお り,実 行 委 員会 や 技 術 小 委 員会 はMAPとTOPで 別 々に 活動

し てい る。

MAP/TOPの 事 務局 はSME(SocietyofManufacturingEnginee-

ring)に あ り,会 員 の 登 録,イ ベ ン トの 開催 な どの業 務 を担 当 してい る。

MAPの 活 動 は アメ リカのデ トロイ トに集 中 し,タ ス ク フ ォ ー ス(TaskFor:e)

とい う形 で進 め られ てい るが,TOPの 場 合 は 全 米 に分 散 し てお り,全 体 会 議

を各 地 で 開催 し てい る。 また,TOPの 活 動 は ヨー ロ ッパ,カ ナ ダ ,オ ー ス ト

ラ リア まで 広 が って い る。

ヨ ー ロ ッパ で は,MAPユ ーザ ー グル ー プ(EMUG)と は 別 にOSITOPと

い う組 織 が 作 られ てい る。TOPはOSIに 基 づ い た ユ ー ザ ー に よる機 器の 調

達 基 準 で あ り,ア メ リカ政 府 のOSIプ ロ トコル(GOSIP)と 同 じ主 旨の もの

で あ る。

また,TOP仕 様 書,MAP仕 様 書,NBS実 装仕 様,GOSIP及 びISO

標 準 の 間 で 矛 盾 が あ った場 合 に は,TOP実 行委 員会 又 はMAP/TOP運 営委

員 会 に 報 告 し調 停 手 続 きが と られ るこ とに な っ てい る。

MAPは1986年 か ら国際 連 合会 議(WorldFederation)を 開催 して い
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FTAM OSI1,2層

メデ ィア セキ ュリテ ィ

OSI3,4層 VT(仮 想端末)

ネ ッ トワーク管理

上位層

ζ‖

ζ‖

マクFネルダグラス

マク`ネルダグラス
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るが,最 近ではTOPと の合同の世界会議 として年2回 開催 され てい る。

3.5MAP/TOPの 今 後

MAPは,FA(FactoryAutomation)を 推 進す る上 で ネ ッ ク と な っ て

い た工 場 内の プ ログ ラ マ ブル機 器 の情 報の 流れ を ス ムー ズ に行 うため の通信 規

約 で あ り,OSI準 拠 を 前 提 と し てい る。 伝 送 媒体 と して は,IEEE802.4

標 準 に よるLANを 出発 点 とし て,広 域網 を含む 種 々の 媒 体 に適 用 され るこ と

に な る。

TOPは,工 場 内のMAPに 呼 応 し てオ フ ィ ス内 の情 報 機 器 を 統 合 化す るた

め の 通 信規 約 で あ り,MAPと 同 じ くOSIの7層 モ デル に 基づ いて お り,オ フ

ィス用 のLANと し てイ ーサ ネ ッ ト(IEEE802.3)を 採 用 し てい る。

MAP/TOP共 に新 た な標 準を 開発す るとい うもので な く,OSIを ベ ース と

して ユ ーザ の要 求 に合 わ せ て 仕 様 化す る こ とを 目的 と し てお り,MAPは 工 場

内の 制 御,TOPは オ フ ィス 内 の情 報 通 信 処理 を分担 して 全 体 と し て トー タル

な シス テ ムを構 成 す る もの で あ る。

ま た,ユ ーザ ー に よるMAP/TOP適 合 製 品の 受 け入 れ を促 進 し,市 場 を 拡

大 す る こ とによ っ て,よ り多 くの マル チ ベ ン ダ ー製 品 を安 く,手 軽 に 相互運 用

で き る よ うにす るた め の ユ ーザ 活 動 が 重 要 にな ってい る。 この よ うな システ ム

イ ン テ グ レー シ ョン問 題はMAP/TOPの レベ ルか らCIM(ComputerIn仁

egratedManufacturing)を 実 現 す るた めの 中核 と して 考 え られ てい る。

今 回 のENE'88iの 成 功 に よ っ て,MAP/TOPの 最 終仕 様(Ver.3.0)は,

90%以 上 完成 され た も の と して今 後6年 間は 流 用性 が 確実 で あ り,こ れ を機

にMAP/TOPの 関連 製 品 の 開発 ・製 品 化 が急 速 に 進 む もの と思 われ る。
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